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82.

(大 阪 ・⑱ 日本技術士会近畿支部 他)

83.電 子工業技術大会

(大 阪 ・㈲ 日本電子機械工業会)

84.実 務 者のための特 許情報説明会

(大 阪 ・㈲ 日本 オ フ ィス オ ー トメー シ ョ ン協 会)

AI応 用 事 例 紹 介

(大 阪 ・⑰ 日本 特 許情 報 機 構)

85.パ ソ コ ン講 座

(島 根 ・出雲 商 工 会 議 所)

86.コ ン ピ ュー タ実 務 研 修

(島 根 ・大 田 商 工 会 議 所 他)

87.情 報 を 戦 略 と して ど う活 用 す るか 他

(島 根 ・(財)島根 県 中 小企 業 振 興 公社 、 ⑭ 日本情 報 処 理 開発 協 会)

88.パ ソ コ ン教 室

(島 根 ・宍道 町商工会)

89.あ ふれ る情報、 その生か し方

(島 根 ・㈱ 中国地域技術振興 セ ンター 他)

90.児 島地域情報化推進講演会

(岡 山 ・㈱岡山県 中小企業研修情報セ ンター 他)

91.金 属系新素材 の開発の現況 と試験評価

(岡 山 ・㈲ 山陽技術振興会 他)

92.中 国 ブ ロ ック技 術 ・市 場 交 流 プ ラザ

(広 島 ・中小 企 業 事 業 団 他)

93.こ れ か らの情 報 技 術

(広 島 ・働 中国 地 域 技 術 振興 セ ンター 他)

94.情 報 活 用 で 積 極 経 営

(広 島 ・㈱ 中 国 地 域技 術振 興 セ ンタ ー 他)

95.パ ソ コ ン講 習 会

(広 島 ・㈱ 広 島 県 産業 技 術 振 興機 構)

96.新 規事業開発 ・多角経営計画のすすめ方

(広 島 ・働 広島県産業技術振興機構)
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97.こ れ か らの情 報 技 術

(広 島 ・シ ンポ ジ ウム広 島'89「 これ か らの 情 報 技 術 」実行 委 員 会)

98.中 小企 業経 営 の ため の経 営 戦 略 セ ミナ ー

(山 口 ・中小企業事業団 他)

99.経 営者能力開発講座

(山 口 ・働 山 口県 産 業技 術 開発機 構 他)

100.ニ ュ ー メデ ィ ア講 習 会

(山 口 ・山 口県 商 工 会 連合 会)

101.企 業 にお け る研 究 の 位 置 づ け:今 、何 が トレ ンデ ィな の か

(山 口 ・山 口大 学 工 学 部 他)

102.市 民 講 演 会

(山 口 ・山 口大 学 工 学 部 他)

103.特 別 記 念 講 演 会

(山 口 ・山 口大 学工 学 部 他)

104.情 報 戦 略化 と して のPOSシ ステ ム の構 築

(徳 島 ・徳島県 他)

105.四 国 ブ ロ ック技 術 ・市場 交 流 プ ラザ

(香 川 ・中小企業事業団 他)

106.情 報化講演会

(愛 媛 ・働)愛 媛 県 中小 企業 情 報 セ ン ター 他)

107.21世 紀 へ の 道 一高 度 情報 化 と地域 社 会 一 他

(愛 媛 ・働 四 国 産 業 ・技術 振 興 セ ン ター 、㈲ 日本 情 報 処理 開発 協 会)

108.荷 主 物 流 セ ミナ ー

(長 崎 ・㈲長崎県 トラ ック協会 他)

109.九 州 ・沖 縄 ブ ロ ック技 術 ・市 場 交流 プ ラ ザ

(大 分 ・中小 企 業 事 業 団 他)

110.か ご しま ソフ トウ ェア セ ミナ ー

(鹿 児 島 ・働鹿児 島県産業技術振興協会 、㊥ 日本情報処理開発協会 他)
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111.中 小 企 業 セ ミナ ー

(鹿 児 島 ・中 小企 業 事 業 団)

112.沖 縄地 区 行政 管 理 セ ミナ ー

(沖 縄 ・総務庁沖縄行政監察事務所)

113.今 後の情報化社会 と地域活性化

121

(沖 縄 ・沖 縄 県 商 工 会 議 所 連 合 会、 ㊥ 日本情 報 処 理 開発 協 会)

114.中 学 生 コ ン ピ ュー タ ・セ ミナ ー

(⑭ コ ン ピ ュー タ教 育 開 発 セ ン ター、 ㈱ 日本 情 報 処 理 開 発協 会)

121

122

W施 設公開

1.郵 便局 の施設公 開(全 国各地 ・郵政省)

Wそ の 他

1.NTTふ れ あい トー ク大賞

(全 国各地 ・日本電信電話㈱)

2.日 本語文書処理技能検定試験1級 ・2級

(全 国各地 ・日本商工会議所 他)

IX情 報化 月間推進会議委員名簿

123

125

125

127

127

情報化月間推進会議幹事会委員名簿

127

129

130
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1情 報化月間について

わが国における情報化 は、情報処理および通信技術 の発達 に伴 い産業 ・社会 ・生活 に着実 に

浸透 してい る。

この ような情報化の進展 は今後、 その対象、地域 を問わず に急速 に拡大 して い くことが予想

され る。情報化社会の健全 な発展 を進めて い くためには、国民の情報化 に対す る正 しい認識 と

理解を醸成 して い くことが必要で ある。

こう した観点か ら、政府 は昭和47年 以来、10月 第1週 を 「情報化週 間」と定め、昭和57年 か

らは、期 間を1ヵ 月 に伸ば し 「情報化 月間」 と改め この間全国各地で各種の行事が お こなわれ

て きている。

ll平 成元年度情報化月間行事について

平成 元 年 度 の情 報 化 月 間 は 「生 活 と情 報 化 」 を テ ーマ に 、 各種 の行 事 が 全 国 的 に 開催 され た。

10月2日 の ホ テル ・オ ー クラ にお け る記念 式 典 を は じめ 、 展 示会 、 講 演 会 、 セ ミナ ー等 の行

事 が、 例年 通 り北 海 道 か ら沖 縄 まで ほぼ全都 道 府 県 に わ た って 開催 され 盛 況 の うち に終 了 した。

ま た、広 報 関 係 にっ いて は、 ポ ス ター、PR誌 、 全 国 高 校生 プ ログ ラ ミング ・コ ンテ ス ト募

集要 領 の作 成 ・配 付 等 、 総 合 的 なPRを 実施 した。

1



皿 情報化月間記念式典

(1)期 日 平成元年10月2日(月)

10:30～12:00

(2)会 場 ホテル ・オー クラ

参加 者450名

(3)式 次 第

① 主催者挨拶

情 報 化 月 間推 進 会 議 議 長

通 商 産 業 政 務 次 官

総 務 政 務 次 官

運 輸 政 務 次 官

郵 政 政 務 次 官

② 来賓祝辞

情報産業振興議 員連盟会長

③ 表 彰

影 山 衛 司

石 原 健 太 郎

若 林 正 俊

森 田 一

月 原 茂 皓

倉 成 正

情報化促進 に多大 の貢献 があ った個人(12名)、 企業 ・団体等(14団 体)、 情報処理 シ

ステム(15シ ステ ム)お よび全 国の高等学校生 ・高等専門学校生を対象 とするプログラ ミ

ング ・コンテス トの優秀作品(7作 品)に 対 して大臣表彰等(情 報処理 システムにっいて

は、影山情 報化月間推進会議議長表彰)が 行 われた。

④ 受賞者代表挨拶

㈱構造計画研究所 取締役会長 三 枝 守 正

一2一
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■.平 成 元 年 度 情 報 化 促 進 貢 献 個 人

(五 十 音 順)

氏 名 年 齢 所 属 業 績

アサ ノ ショウイ知ウ

浅 野 正 一 郎

41才 東京大学工学系研究科
教授

電気通信審議会の専門委員、電気通信技術審議会CClτr委員会第一専門委員会主査、郵政省の各種懇談会、研究
会の座長等を務め、情報化の普及・啓蒙に尽力し、我が国の情報化に関する研究活動の推進に多大な貢献をした。

イシ イ モト]

石 井 幹 子

50才 株式会社石井幹子デザイン事務所
所長

各種講演会活動を通じ広く国民に対しニューメディアに対する関心を高め、 「地域の情報化と情報機能の地方分
散に関する研究会」等、郵政省の各種懇談会の委員を務め、我が国の情報化の推進に多大な貢献をした。

イナ ダ ヒnシ

稲 田 博

57才 株式会社第一ソフテック
代表取締役

(社)日 本情報センター協会並びに(社)情 報サービス産業協会を通じて、総務委員長として、業界の取りまとめに
尽力し、早くから国際的視野をもって行動し、我が国情報化の推進に多大な貢献をした。

イノ マタ カツ ヒ]

猪 股 勝 彦

66才 株式会社クレオ
取締役会長

(社)日 本1{一ソナ旧ンピュ→カ トウェア協 会の理事 と して また、法 的保護委 員会の委 員長 として同会を主催 し、昭和63年

以降 は、同協会副 会長 として 、また地域情 報化委 員会 の委員 長 として地 域の情 報化の促進 に多大な貢献 をした。

オオ タケ タケ オ

大 竹 猛 雄

69才 株式会社電通国際情報サービス
顧問

社団法人日本情報通信振興協会の設立に尽力し、以来、同協会の副会長を努め、広く電気通信事業に係る啓蒙活
動に尽力した。また、国際デ「タ通信システムの開発 ・提供に尽力し、電気通信事業の発展に多大な貢献をした。

力 沢 ショウ イテ

鹿 島 昭 一

58才 鹿島建設株式会社
代表取締役社長

大規模なOA化 を進めるに当たって、OA化 推進委員会を設置し、鹿島インテリジェントビルを完成させ、身を
もってその経験と成果を社内に拡大し、機会あるごとに産業界に公開し、情報化の推進に多大な貢献をした。

カワ タ ヒ0オ

川 田 博 雄

55才 ヤマトシステム開発株式会社
専務取締役

永年にわたり、 トラック業界の情報化に指導的役割を果たしたほか、運輸政策審議会情報部会専門委員を歴任す
るなど、運輸に関する情報化促進に多大な貢献をした。

サ1ク サ モリ マサ

三 枝 守 正

64才 株式会社構造計画研究所
取締役会長

(社)情 報サーヒス産業 協会の設立 にあた っては取 りまとめ役 と して尽力 し、その実 現 に大 き く貢献 した。 また、(

社)情 報サぜス産業協 会の技術委員会委 員長 と して 、先進 的情報処 理技術 の調査等 に多大な貢献 を した。

スκ ザキ アキ オ

杉 崎 昭 生

53才 東京商船大学商船学部
運送工学科教授

永年にわたり、海上交通の情報化に指導的役割を果たしたほか、各種委員会の委員長を歴任するなど、運輸に関
する情報化促進に多大な貢献をした。

タカ ヤマ セイ ソウ

高 山 精 造

64才 伊藤忠テクノサイエンス株式会社
顧問

国際的な視野に立った内外企業のシステム化を手がける一方、講演や論文発表、情報化月間推進会議幹事会の委
員等による普及 ・啓蒙活動を通して我が国情報化の促進に多大な貢献をした。

タ 劫 キョウノスケ

田 中 京之介

66才 財団法人日本情報処理開発協会
参与

昭和47年 以来、汎ネットワーク委員会委員等各種委員を歴任し、我が国のコンピュータ利用における通信回線
利用上の諸問題改善のため幅広い多くの作業に関与し、実質的な推進者として情報化の促進に多大な貢献をした。

ヤマ モト9ク マ

山 本 卓 眞

63才 富士通株式会社
代表取締役社長

コンピュータ関連の工業会、技術研究組合等の会長、理事長を歴任し、また、産業構造審議会、情報{ヒ月間推進
会議、情報処理振興審議会等の委員として、我が国情報化の推進に多大な貢献をした。

※年令は平成元年7月15日 現在
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2.平 成 元 年 度 情 報 化 促 進 貢 献 企 業 等

(五 十 音 順)

企 業 等 の 名 称 代 表 者 名 業 績

鐘紡株式会社 代表取締役社長
石 澤 一 朝

21世 紀 ネ ッ トワー ク社会 に向 けての 、生産効率 を高 め るため我が国の ビデオテ ック ス利用の模範 とな り、ビデオテ

ックス普及 を加速 させ る大 きな要因 とな り、情報 シ ステ ム化の先 端企業 と して、情報化 の促進 に多大 な貢献 をした。

財団法人 研究学 園都市 コ ミュニテ ィケー ブ

ルサー ビス

理事長
鶴 海 良一郎

CATVの 高度利用 による地域情報通信 シ ステ ムを開発 し、CATVを 利 用 したデー タ通信 システ ムの開発 ・運用、

多 チ ャンネル 放送、 自主番組 の制作 ・放送 を行 い、CATVの 高度化の促進 と地域社会 の情報化 に多大な貢献を した。

財団法人埼玉県中小企業振興公社
埼玉県産業情報センター

理事長
小 林 実

独 自情報の創 出の ための調 査、ネ ッ トワーク構築 ・情報 誌の発 行 ・デー タベー ス検索 等に よる情報提供、情報相談、

フォー ラム活 動の支援等 を通 じ、地域 におけ る情報 化の普 及、啓 発、指導 を行い、情報化 の促進 に多大な貢献を した。

社会保険庁 社会保険庁長官
小 林 功 典

全国的なオンラインネットワークを構築 ・運用することによって、全国民を対象とした行政サービスの向上に多大な
成果を上げるとともに、社会保険業務の適正化 ・効率化に大きく寄与するなど、行政情報システムの推進に多大な貢献
をした。

東京書籍株式会社 取締役社長
小 高 民 雄

教育出版として、情報教育推進団体に積極的に参加し、永年蓄積された教育ノウハウ及び教材データを公開すると共
に、同業他社等の利用を可能にし、コンピュータ教育の普及 ・啓発を推進し情報化の推進に多大な貢献をした。

財団法人鉄道総合技術研究所 会長
井 深 大

現在、逐次導入中のATS-Pの 技術開発や100系 新幹線に導入された移動体通信技術の開発など、鉄道技術の維
持 ・発展に関する多くの情報システムの開発研究を行い、運輸業界の情報化の促進に多大な貢献をした。

東芝エンジニアリング株式会社
東京第4サ ービスセンター特許庁保守グル
ープ

グループ代表者
服 部 広 明

特許庁の保守グループとして、文献検索システムの保守を担当し、シスデムの安定稼働の維持はもちろんペーパレス
計画の一翼を担い、迅速障害対応に努めシステムの安定稼働に大きく寄与し、情報化の促進に多大な貢献をした。

株式会社東北経営計算センター 代表取締役社長
宮 脇 敏 夫

企業 ・自治体等に対する各種VANサ ービスの提供を通じ、企業経営の高度化、地域の情報化に貢献したほか、社団
法人日本情報通信振興協会、一般第二種電気通信事業者協議会の活動を通じ電気通信事業の発展に多大な貢献をした。

長崎自動車株式会社 代表取締役社長
松 田 高 一

バス業界において、プリペードカードによるバス運賃収受システムを構築したほか、情報化への対応の先駆的役割を

果たすとともに、利用者利便の向上及び事業の効率化など業界の情報化の推進に多大な貢献をした。

日本情報サービス株式会社 代表取締役社長
多 田 芳 雄

昭和46年のデータ通信制度の創設を受けて独自開発したシステムにより我が国最初のデータ通信サービスを実施し、
以来、流通、金融、製造等の各種産業分野に情報通信サービスを提供し、我が国情報化の推進に多大な貢献をした。

株式会社毎日新聞社 代表取締役社長
渡 邊 裏

文化の貴重な財産である写真を 「データベース」化、一般に公開しうずもれた情報の発掘と保存に努めると共に、各
種シンポジウム、イベントを通じ国民の情報化に対する啓蒙を行い、情報化の推進に多大な貢献をした。

松下電工株式会社 取締役社長
三 好 俊 夫

昭和40年 代 に全国規模の オーダーエ ン トリイ網 を構築 し、50年 代 にはコ ンピ ュー タの異機種 間結合 と流通VANへ の

取 り組み、 さ らに60年 代に は工場のCIM化 に着手 す るな ど、情 報処理技 術 の向上に多大 な貢献を した。

三井情報開発株式会社 代表取締役社長
園 山 裕 三

昭和42年10月に総合情報サービス企業として設立され、長年に亘る各種コンサルティング.シ ステム開発、受託計算業
務、並びに調査研究等各業務で高い技術力を各分野に提供し、社会の情報高度化の促進に多大な貢献をした。

株式会社南日本情報処理センター 代表取締役社長
小 川 隆 介

昭和靱年会社創立以来、地方自治体をはじめとする各種公共団体、地域企業等に対して、コンサルティング、システ
ム開発、受託計算、電算室管理運営等幅広いサービスを提供し、地域社会の情報化の推進に多大な貢献をした。



切

3.平 成元 年度優 秀 情報処 理 システム (五十音順)

システムの名称
ll 表彰対象者名 1

表 彰 理 由1

医用画像管理システム
(PACS)

北海道大学医学部
付属病院

本 システム は、医用 画像デジ タル化 によるオンライ ンネッ トワークシステ ムで あ り、画像圧 縮の 高速 化や 分散画 像デー

タベ ース管 理等を実現 す るこ とに よ り、患者 への サー ビスの向上並び に医療 分野にお け る情 報化の促進 に寄 与 した。

エ イブル 全日本空輪株式会社 本 システム は、世界 で初めて、磁気 ス トライプ付 きATB券(搭 乗 券 一体 型航空券)を 採 用 し、予約 ・発 券、搭乗 手続

き、航空券 精算等の業務 の トー タル システム化 を図 り、旅客利 便の 向上や情 報処理の 円滑化に寄与 した。

NHK報 道情報 システ ム 日本放送協会 本 システム は、文字、 動画、静止画筆の多様な情報 を総合 的に扱 う報道番 組の制作、 報道 情報のデ ータベ ース化等 を行

うシステムで あ り、迅速 な報道体制の確立、報道番 組の充実 に寄与 した。

建築設計製図支援システム
(ARGUS)

株式会社大林組 本システムは、建築設計業務を支援するシステムであり、意匠 ・構造設計分野の主要業務に対応でき、特に企画設計時
における日影チェック機能や容易なデータ入力等の向上により、設計作業の生産性向上と品質向上に寄与した。

健康保険組合システム
(KENPOS)

株式会社シ ステム リース 本 システム は、健康保 険組合に おける適用、徴収 、療養給付 、現金 給付等 の業務を統 合化 した システムで あ り、 これ ま

での手 書 き台帳 をペ ーパ レス化、効率化 を図 ることに よ り、健 康保 険組合業 務におけ る情報 化の促進 に寄与 した。

基幹重点情報システム 関西電力株式会社 本 システム は、資材管理 、設備工事 ・工程管理、設 備保全管理 、会 計管理 の共通業務 を統 合化 したシステ ムで あ り、企

業内 の事務 コ ス トの削減 、金利軽減等の経済的効果 を示 し、我 が国企業 のOA化 の推進 に寄 与 した。

証券総合オ ンラインシステ ム

(1-STAR)

株式会社野村総合研究所 本システムは、我が国証券市場に参入する外国証券会社の経営をサポートする証券総合オンラインシステムであり、英
文入出力機能、多通貨処理機能及び高度なセキュリティ対策等に優れており、我が国証券市場の国際化推進に寄与した。

18バ ン キングオン ラインシ

ステム

株式会社十八銀行 本 システム は、 自社 開発 によ る2セ ンター1シ ステム方式の バ ンキングシ ステムで あ り、経 済性、安全性 ・信頼性 が高

く、企業経営 の合理化 ・高度 化に寄与 した。

第三次SANBACシ ステ ム 株式会社三和銀行 本 シスデムは、経営 ニーズの変化 、技術の変化 に耐 え るべ く柔 軟性 を持 ったバ ンキ ングシステムで あ り、 セキュリテ ィ

対策 、分散 シ ステム を確立 するこ とに より、顧客 に対 して質の 高 い、 均一 な サー ビスの実現 に寄与 した。

日英機械翻訳システム 株式会社CSK 本システムは、速報性が要求される経済分野、特に証券・金融相場の報道記事をB英 翻訳するシステムであり、AI技
術を用いた言語処理方式を用いて作業効率を大幅に向上させ、我が国の情報の国際化に寄与し・た。

農協共済事業総合オンライン
シスデム

全国共済農業協同組合連合

会

本 システムは、全国約3000組 合の共済 事業を統合 化 したシ ステ ムであ り、分 散 システム運 用管理機能 、ネッ トワー

ク管理機能等 を実 現す ることによ り、業務の効率化の 向上 と加入 組合員 への サー ビスの 向上 に寄 与 した。

HIrBESTシ ス テム 日立 エ レベ ーターサー ビス

株 式会社

本 システムは、エ レベ ータの遠 隔監視、顧 客報告、全 国サー ビス拠点 にお ける情 報提供等 を統 合化 したネ ッ トワー クシ

ステム であ り、常 時監視 、迅速 な出動体制の確立 を図 るこ とによ り、顧客 サ ービスの信頼性 ・安 全性の向上 に寄与 した。

販売店OAシ ステム

(HAPPINESS)

本田技研工業株式会社 本シスデムは、生産 ・販売分野での受注、会計処理、顧客管理及び修理業務を統合化したOAシ ステムであり、販売店
の事務処理効率の向上、販売店間接業務の省力化等を実現することにより、販売店各社の質的向上に寄与した。

バス運行管理システム 京王帝都電鉄株式会社 本 システム は、バ スの走行 をコン トロール する運行管理 システ ムで あ り、車載処 理装置か ら発信 される運 行状況を常時

把 握 し、利用者 に対 してバ スの接 近表示 等の情 報提 供 を図 るな ど、利用者 に対 するサー ビスの向上 に寄与 した。

港湾技術情報処理システム 運輸省港湾技術研究所 本システム は、港湾 に係 る技術 、自然条件等 をデー タベ ース 化す るととも に、最適 な港湾構造物 の設計、施工管理 等を

可 能と したオ ンラインシステムで あ り、港湾技術 の情 報処理 の円 滑化に寄与 した。

]
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4.平 成 元 年 度 全 国 高 孝姓 プ ロ グ ラ ミ ング ・コ ン テ ス ト入 選 作 品

作 成 者
口 ロ の 概 要

作 口回 名 作m
学校 ・ 学科 ・ 学年 氏 名

蹴
TRAINMASTER800 群馬県立 高崎工業高等学校

情報技術科3年 馬 場 敏 男 模型のNゲ ージ列車を、CRT上 に表示した全体図から走行ルー トやスピード、ポイント

〃 大 内 良 夫 の切り換えを指示し、走行管理制卸ができるプログラムである。

〃 保 科 哲 也

蹴
ヂ

グラフ ィック ・アル ジプ ラ 福島県立 福島工業高等学校

電 子 科3年 大河内 善 則 方程式や不等式などの解をグラフで表示し、グラフを自由に拡大、縮小でき視覚的に理解

〃 岡 部 俊 顕 できるようにした数式処理プログラムである。

〃 鎌 田 信 司

〃 佐 藤 貴 裕

〃 東 城 弘 志

〃 二 瓶 健 一

蹴
せ んせ い ・あのね、… 埼玉県立 深谷商業高等学校

情報処理科3年 石 井 恵 子 発声障害や肢体不自由な子供達が、テンキーあるいはスペースバーのみの操作で先生に

〃 内 山 美登利 昨日の出来事を伝えたり、絵日記を描くことのできるプログラムである。

〃 堪 忍

〃 樋 口 三 夏

〃 三 林 弘 美
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作 成 者
田作 品 名 作 口口 の 概 要

学校 ・ 学科 ・ 学年 氏 名

蹴
図書館情報処理システム 山口県立 宇部商業高等学校

情報管理科3年 永 冨 仁 学校図書館利用に関する大規模なシステムであり、クラス男1擁噸ll貸 し出し統計 ・

〃 林 武 志 未返却本に対する督促状の作成など、きめ細かい処理を含んでおり実用に充分に耐えられる

〃 山 本 奈津子 プ ログ ラムであ る。

〃 松 田 香 織

〃 渡 辺 郁 子

商 業 科3年 篠 原 涼 一

〃 東 進 一

〃 吉 武 尚 美

〃 朝 顔 幸 子

〃 是 恒 雅 代

〃 山 本 敦 子

〃 帆 苅 日登美

蹴
簿記完全征服 千葉県立 一宮商業高等学校

商 業 科2年 浅 野 健 一 生徒の目を通して理解しにくい点、重要な点を簿記の基礎 ・基本の中に盛り込みかつ、

1年 川 崎 智 範 丁寧な指示と解説で学習を助けるプログラムである。

情報処理科1年 吉 野 寛
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口
作 成 者

作 画 の 概 要作 叩 名
学校 ・ 学科 ・ 学年 氏 名

口口

蹴
ワ ンボ ー ドマ イ コ ン ・ 静岡県立'
プログラム学習支援システム

情報技術科3年 大 木 康 幸 ワ ジボー ドマイ コン(Z80)に 入力する機 械語 プ ログ ラムを、アセ ンブ リ言語で作成 し

〃2年 井 口 宗 和 これをクロスアセンブラによって機械語に翻訳するプログラムである。

〃 池 谷 吉 隆

〃 片 桐 康 晴

〃 小 松 新 平

〃 齋 藤 勝 彦

〃 高 林 冬裕輝

〃 戸 塚 弘 倫

〃 波田野 道 男

努力賞

KOREA 千葉県立 一宮商業高等学校

情報処理科3年 金 高 啓 司 パ ソコ ンの持 ってい るグラフィ ックの特性 とテープ レコーダを組み合わせ、何回で も繰 り

返し学習できるプログラムである。



IV表 彰

1.優 秀保守技 術者表彰式

・ 主 催 日本電子計算機㈱

・ 開 催 日 時

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

平 成 元 年10月6日(金)

13:30～15:30

㈲ 日本倶楽部

(千 代田区丸の内)

電子計算機の保守 サー ビス業務を担 当され、情報化社会 の安定 に大 き

く貢献 され多大な実績 をあげ られた方 々25グ ループ(総 数135名)を

表彰 した。

・ 参 加 人 数120名

・ 参加者 の反応 表彰 を機 に更に充実 した保守 サー ビスを行 い、電子計算機の安定稼動

を達成 しようとい う意欲が感 じられ た。

2.地 方公共団体電算職員等表彰式

・ 主 催 働地方 自治情報セ ンター

・ 開 催 日 時 平成元年10月25日(水)

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

全国町村議員会館

(千 代 田区一番町)

地方公共団体 における情報処理業務 において全国的な功労 のあ った特

別功労者5名 、10年 以上長期勤続者277名 、20年 以上長期勤続者32名

の個人表彰 と優良市町村18団 体、優秀情報処理 システム4シ ステムの
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参 加 人 数

経 費

参加者の反応

団体表彰 を行 った。

233名

約500万 円

受賞者は、地方 自治 発展のため今後 とも一層の努力を傾注す る旨決意

して いた。
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1.'89先 端 産 業 展

・ 主 催

・ 後

V展 示

帯広商工 会議所

おびひろ情報処理推進協議会

帯広市

帯広 コンピュータ専門学校

会

援 北海道通商産業局、十勝支 庁、北海道商工会連合会十勝支部、帯広郵

便局 、帯広 コンピュータ専 門学校協賛会、十勝毎 日新聞社、北 海道新

聞帯広支社、北海 タイムス帯広支社、 日本経済新聞社、朝 日新 聞帯広

通信局 、毎 日新聞帯広通信部、読売新聞帯広通信部、釧路新聞帯広支

社、時事通信社帯広支局、NHK帯 広報道局、HBC帯 広放送局 、S

TV帯 広放送局、UHB帯 広支局、帯広 シテ ィーケーブル

・ 開 催 日 時 平成 元年10月20日(金)～22日(日)

会場名 ・住所

行 事 内 容

帯 広郵 便 局 コ ミュニ テ ィ大 ホ ー ル

(帯 広市)

「展 示 会 」

同 時 に 実 際 に先 進 コ ン ピュー タに触 れ て い ただ く機 会 と して 、 「パ ソ

コ ン体 験 セ ミナー 」 を実施 した。

・ 参 加 人 数4,656人

・ 経 費 約330万 円

・ 参加者 の反応 「ニ ュー ロ ・コ ンピ ュー タ」 な ど先 端 技 術 を見 て 、触 れ て 、 参 加 者 に

は概 ね 好評 で あ った。 また 、 来場 者 に対 して の 抽選 も好 評 で あ っ た。

しか しな が ら会 場 は立 地 条 件 と して は良 いの だ が3階 で、 あ ま り知 ら

れ て い な い た め、場 所 が 分 か りに くか った。
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2.ち とせ'89先 端産 業 展

・ 主 催 ちとせ'89先 端産業展実行委員会(構 成団体/千 歳市、千歳商工会議

所、⑰道央 テ クノポ リス開発機構)

(財)日本情報 処理 開発協会

・ 後 援 北 海道通商 産業局、北海道、㈲北海道商工会議所連合会、水産庁北海

道 さけ ・ますふ化場千歳支場、北海道工業 開発試験所、北海道立工業

試験場、千 歳工業 クラブ、千歳航空協会 、㈲千歳観光連盟、千歳青年

会議所、働北海道地域技術振興セ ンター、㈲ 日本科学技術情報 セ ンタ

ー、㈲ 日本 システムハ ウス協会道 支部 、北海道 情報処理産業懇談会、

北海道 ソフ トウ ェア協会、㈲北海道事務機産業協会、北海道機械工業

会、北海道バ イオイ ンダス トリー懇話会、㈹千歳医師会、苫小牧工業

高等専 門学校 、 日本航空学園千歳校、北海道ハ イテ クノロジー専 門学

校、恵庭 リサーチ ・ビジネスパー ク㈱、NTT千 歳営業所、JR北 海

道、北海道電力㈱千歳営業所、千歳市農業協 同組合、東千歳農業協 同

組合、千 歳市 開拓農業協 同組合、千歳民報社、苫小牧民報社、朝 日新

聞社北海道 支社、毎 日新聞社北海道 支社、読売新聞社北海道支社、 日

本経済新聞社、北海道新聞社、北海 タイムス社、 日刊工業新聞社札幌

支局、時事通信社苫小牧支局、NHK札 幌放送局、HBC、STV、H

TB、uhb

・ 協 賛 北 海 道 松 下 電 器 ㈱ 、 松 下 電子 部 品 ㈱ セ ラ ミ ック事 業 部 、 日立北 海 セ ミ

コ ンダ クタ㈱ 、㈱ 日立 製 作所 北 海 道 支 店 、 サ ン トリー㈱ 、 キ リン ビー

ル㈱ 、 キ ッ コー マ ン㈱ 、 道央 キ ャノ ン事 務 機 販 売㈱ 、 エ イ ブル ソフ ト

㈱ 、NTT千 歳 営業 所 、 三 菱重 工 業 ㈱ 、 日本 航 空 学 園千 歳 校 、㈱ か な

ま る、北 海道 ユ ー ビ ッ クス㈱、 ニ ッチ ツ北 海 道 制 御 シス テ ム㈱ 、 日本

科 学技 術 情 報 セ ン ター、 藤 倉電 線 ㈱ 、㈱ ア イ ネ ス札 幌 支 社、 シン航 空

写 真㈱ 、㈱ カ ミノ、㈱ 内 田洋 行 、東 芝 情 報 機 器 ㈱ 、 北 海 道NEC商 品

販 売㈱ 、 北 海 道 リコー㈱ 、 ㈱ ア マ ノ、㈱ グ ラ フ商 会 、 ヒル コ北 海道 ㈱ 、

㈱ ほ くさん 、 北 日本 建設 コ ンピ ュー ター㈱ 、 ㈲ 報 業 社 、 理想 科 学工 業

㈱ 、 エ プ ソ ン販 売 ㈱ 、北 海 道立 工 業試 験 場 、 通 産 省 工 業 技術 院 、北 海
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道工業 開発 試験所、㈱東芝北海道 支社 、金沢工業大学、㈱ ファイ ンク

リス タル、JR北 海道、大 昌電気㈱ 、三菱重工業㈱、相模原製作所、

三菱 電気㈱ 、札幌市教育文化会館 視聴覚 セ ンター、㈱福本工業、航空

宇宙事 業団、千歳航空協会、 日本航空 、全 日本 空輸、 日本エ アシステ

ム、国際電信電話㈱、北海道 日清㈱、⑭北海道 地域技術振興 セ ンター、

千歳市役所パ ソコ ン研究会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月6日(金)～8日

(た だ し、8日 は17:00ま で)

(日)、10:00～18:00

会場名 ・住所 千歳市民文化 セ ンター

(千歳市北 栄)

行 事 内 容 会 場 を 次 の5コ ーナ ー に分 けて展 示構 成

① テ ー マ コー ナ ー(1階=航 空 宇宙 、 リニ ア モ ー ター カ ー、 電 話 機 の

歴 史 な ど を紹 介 。 プ ラネ タ リウ ム室 で 「千 歳110年 の歩 み 」の ス

ラ イ ド上 映)

② 先端 産業 関連 コー ナー(3階=情 報 処 理 、 ソフ トウ ェア、半 導 体 、

新 素 材 、 シ ステ ムハ ウス、 バ イ オ イ ンダ ス トリー 関連 企 業 を 紹介 。

清 涼 飲 料 水 の 試飲 コーナ ーを設 置)

③ 生 活 空 間 関 連 コー ナ ー(2・4階=OA機 器 、 事 務 機 器 、 事 務 ツー

ル 、 電 子 楽 器 、 超電 導 、 セ ラ ミ ック関連 企 業 を 紹 介)

④ 試 験 研 究 機 関 コーナ ー(3階=公 的 試 験 機 関 、 専 門 学校 等 の 研 究 成

果 や取 り組 み を紹 介)

⑤ テ ク ノ ポ リス コー ナー(4階=道 央 テ ク ノポ リス圏 の 将 来構 想 を紹

介)

・ 参 加 人 数13,237人

・ 経 費 約1,754万 円
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・ 参加者の反応 立 体 映 像 、 テ レ ビ望 遠鏡 、似 顔 絵 ス タ ンプ作 成 システ ム、 リニ ア モ ー

タ ー カ ー模 型 、植 物 バ イオ 、歴 史 的科 学 文 献 な ど、道 内初 の 展 示物 や

普 段 身 近 に見 る こ とが な い もの な どが 数 多 く出展 され ・大 い に来 場 者

の興 味 を 引 い た。

また 、 開 催 中 に実 施 した 入場 者 ア ンケ ー トにお いて、 回 答(296通)の

81%強 が 「内容 が良 か った 」 と答 え る と と もに、 回 答者 全 員 が 「再 度

開催 を希 望 す る」 と答 え るな ど本 展 示 会 へ の 評価 は高 く、入 場 者数 も

目標(1万 人)を 大 き く上 回 った 。

3.'89デ ー タ ベ ー スフ ェア ・イ ン ・北 海道

・ 主 催 北 海道 デ ー タベ ー ス研 究会 、 北 海 道 通 商 産 業 局 、北 海 道新 聞社 、 札 幌

商 工 会 議 所

・ 後 援 北 海道 、札 幌市 、NHK、HBC、STV、HTB、uhb、TVh、

FM北 海 道 、 北海 タイ ム ス、 日本 経 済 新 聞 社 札 幌支 社 、朝 日新 聞社 北

海 道 支 社 、 読 売 新 聞社 北 海 道支 社

・ 協 賛 日本 デ ー タベ ー ス協 会 、NTT、KDD、 働 札 幌 エ レク トロニ クス セ

ンタ ー

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月20日(金)～21日(土)10:00～17:00

・ 会 場 名 ・住 所 道新 ホール

(札 幌市 中央区)

・ 行 事 内 容 ・北 海 道 を 中心 と した国 内 外 の デ ー タベ ー ス サ ー ビス の実 演 ・展 示

(29団 体 の 出展)

・講 演 会 「こ こまで きた デ ー タベ ー ス 」

山 鳥 雄 嗣(働 日本 情 報 処理 開発 協 会 調 査 部 長)

・パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ン
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「ユ ーザ ー か ら見 た デ ー タベ ー ス の活 用術 」

コーディネータ

パ ネ ラ ー

!ノ

〃

ノノ

ノノ

星

宮

山

関

稲

野

真 太 郎(札 幌大学経 営学部教 授)

野 富 夫(北 海道新 聞社編 集局専門委員)

下 智 久(日 本経済新 聞デー タバ ンク局次長)

口 逸 馬(北 海道工業開発試験所研究企画官)

田 芳 弘(ク リエテ ィブ ・アイズ代表取締役)

口 迫 子(北 海道学園大学教養部助教授)

・ 参 加 人 数2,897名

・ 経 費520万 円

・ 参加者 の反応 北海道で初めてのデー タベースフェアで もあ り、一般市 民、 ビジネス

マ ン等参加者の関心が強 く滞留時間 も長 く、今後の北海道 におけるデ

ータベースの普及推進に関心を示 して いることが窺われ た。

4.鉄 道 と情 報

・ 主 催 北海道旅客鉄道㈱

・ 後 援 北海道 ジェイアール システム開発㈱

・ 開 催 日 時

・ 会 場 名 ・住所

平成 元年10月13日(金)～14日(土)

9:00～17:00

札 幌駅 構 内 イ ベ ン ト広 場

(札 幌市 中 央 区)

・ 行 事 内 容 パ ソ コ ンを 設 置 して 、 リゾ ー ト列車 予 約 、

イ ズ等 の実 演 を 行 な った 。

ビデ オ テ ック ス、 テ レ ビク

・ 参 加 人 数5,000人
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・ 経 費 5万 円

・ 参加 者 の 反応 好 評 で あ った。

5.気 仙 沼 地 域 情 報 化 セ ミナ ー

(気 仙 沼 地 域 ニ ュー メデ ィア ・コ ミュニ テ ィ構 想 推 進 に か か る、展 示会 、 講 演 会)

・ 主 催 気 仙 沼 商工 会 議 所

㈱ ニ ュ ー メデ ィア開発 協 会

気 仙 沼 地 域 ニ ュー メデ ィア ・コ ミュニ テ ィ推 進 協 議 会

気 仙 沼 市

・ 後

・ 協

援 東北通商産業局、宮城県

賛NTT気 仙沼支店、気仙沼 テ レ ビ放送㈱ 、㈱東芝、㈱ 日立製作所

(1)講 演

・開 催 日 時

・開 催 場 所

・行 事 内 容

・参 加 人 数

・参加者の反応

平成元年10月26日(木)13:30～15:30

気仙沼市役所 会議室

(気 仙沼市八 日町)

「21世紀における地方都市の情報化 」

講師 通商産業省機械情報 産業局 情報処理 システム開発課 企画班長

課長補佐 江 田 孝 雄

「流通業 における情報化 」

講師 ㈱東芝 情報処理 ・制御 システム事業本部 流通 ・金融 システ
ム担当

技術長附 猪 俣 克 志

120名

ニ ュー メデ ィア とい うと先端技 術のみ 目を奪われが ちで はあ るが、地

元のニ ーズ と情熱 が基本で あ るとの認識 を得た。(セ ミナーアンケー

トよ り)
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(2)展 示

・開 催 日 時

・開 催 場 所

・行 事 内 容

・参 加 人 数

平 成 元 年10月26日(木)～28日(土)

9:00～17:00(最 終 日は11:00ま で)

気 仙 沼 市 役 所 玄 関 ホー ル

(気 仙 沼 市 八 日町)

ニ ュー メ デ ィア機 器 「目で見 る情 報 機 器 展 」

800名

・参加者の反応 ニ ュー メデ ィア機 器 を 、 実 際 自分 の 目で 見 、 手 で触 れ る こ とが で きて

機 器 に対 して 親 しみ と関 心 が湧 い た。(機 器 展 ア ンケ ー トよ り)

(3)経 費95万 円

6.宮 城県統計 データフ ェア

・ 主 催 宮城県(企 画部統計課)

宮城県統計協会

・ 後 援 総務庁統計局、宮城県教育委員会、宮城県市長会、宮城県町村会、宮

城 県統計調査員協議会連合会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月14日

10:00～18:00

(土)～17日(火)

・ 会 場 名 ・住所 JR東 日本仙台駅 イベ ン トホール

(仙 台市青葉 区)

・ 行 事 内 容 テ ー マ 「く ら しと経 営 に生 か す 統計 」

サ ブ テ ー マ 「デ ー タ に タ ッチ、 な 一 る ほ どみ や ぎ」

各 種 統計 デ ー タを グ ラ フ化 しパ ネ ル展 示 す る と と もに、 パ ソ コ ンを 使

用 し、 入場 者 に直接 デ ー タを取 り出 して も らう等 、統 計 へ の 理 解 とそ
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・ 参 加

の活 用 を 促 す た めの 各 種 コー ナ ーを 設 置 。

人 数 約2,700人

・ 経 費 約190万 円

・ 参加者の 反応 各種各層の一般人が来場 したが、 いずれに も好評 であ った。

ア ンケー ト調査 も実施 したが、統計デー タに対 す る新鮮 な驚 きの声が

多 くみ られた。

7.'89秋 田情報化 フェア

・ 主 催 秋 田商工会議所、働 日本情報処理開発協会、秋 田県情報産業協会

・ 後 援 東北通商産業局 、秋 田県、秋田市、東北地域情報 サー ビス産業懇談会、

秋 田県市長会、秋 田県町村会、秋 田県農協五連 、㊥秋 田県テ クノポ リ

ス開発機構、⑭秋 田県 中小企業振興公社、㈱秋 田藩新報社、 日本放送

協会秋 田放送局、㈱秋 田放送、秋 田テ レビ㈱、㈱ エフエ ム秋田、 日本

電信電話㈱秋 田支社、東北電力㈱秋田支店、㈱ イ ンフ ォメー ションプ

ラザ秋 田、 コ ンベ ンションビューロー秋 田

・ 協 賛 ㈱ あきぎん コ ンピュータサー ビス、学校法人 コア学園秋田 コンピュー

タ専門学校、学校法人秋田情報 ビジネス専門学校、秋田富士 オーエー

㈱、㈱ イ ンフォメー ションプラザ秋田、㈱羽後電子計算セ ンター、㈱

エイ ・デ ィ ・ケイ ソフ ト開発研究所、北 日本 コンピューターサービス

㈱、 シグマ シス テムズ㈱秋 田営業所 、セ コム㈱東北第二統轄部秋田中

央支社、㈱ 東芝秋 田営業所 、東芝情報機器㈱秋 田営業所、東北松下 シ

ステム㈱秋 田支店、 日本 アイ ・ピー ・エム㈱秋 田営業所、 日本電気㈱

秋 田支店、 日本電信電話㈱秋 田支社、 日本ユニ シス㈱秋 田営業所、㈱

日立情報 システ ムズ秋田営業所、㈱ 日立製作所秋田営業所、野村謹券

㈱秋 田支店 、富士ゼ ロックス㈱秋田営業所、富士通㈱秋 田支店、三菱

電機㈱秋 田営 業所、蓋明三菱電機機器販売㈱OA電 算事業部
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・ 開 催 日 時 平成元年11月25日(土)～28日(火)

・ 会 場 名 ・住 所 秋田総合生 活文化会館(ア トリオ ン)

(秋 田市中通)

行 事 内 容 一般社会人 から主婦 ・学生 ・生徒 まで県民各層 を対象 に実施 した。 ま

た、 出展各社の展示物によ り 「中小企業向け」、 「教育向け」、 「そ

の他 」にまとめ、誰にで も見て触 れ ることので きる展示構 成に して各

分野で身近 にな っている情報化を紹介 した。

・ 参 加 人 数
14,566名

・ 経
費 約1,200万 円

・ 参加者の反応 開催 期間中は、寒 い日が続 いたが予想以上 の入場者があ り、県民 の先

端技術 と高度情報化社会に対す る関心が非常に高かった。 また、広 く

県 内企業や一般県民が直接 に情報化の実際に触れ、体験で きた ことは

大変有意義であ った。

8.も が み 大 産業 ま つ り 「情 報 エ ネ ルギ ー フ ェア」

・ 主 催 もがみ大産業まつ り実行委員会

新庄市、金山町、最上町、舟形 町、真室川町、大蔵村、鮭川村、戸沢

村

・ 後 援 山形 県、新庄商工会議所、町村商工会、市町村教育委員会、市 町村 農

業協 同組合、他37団 体

・ 協 賛 出展団体各社

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月28日(土)～29日(日)
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・ 会 場 名 ・住 所 新庄市民 プラザ

(新 庄市大手 町)

・ 行 事 内 容(情 報 エ ネ ル ギ ー フ ェア のみ)

情 報 関 連 機 器 の 展 示

パ ソ コ ン ・ワー プ ロ教室

CAIコ ー ナ ー

・ 参 加 人 数 情 報 フ ェア会 場10,000人

(産 業 ま っ り全 体60,000人)

・ 経 費 情 報 エ ネ ル ギ ー フ ェア120万 円

・ 参加者の反応 ニ ュ ー メ デ ィアへ の 関 心 は高 い もの が あ る。

特 に ソ フ トを 展 示 し、 パ ソ コ ンで 実 技 指 導 を 行 ったCAIコ ー ナー に

特 に人 気 が あ った。

9.宇 宙 と国 際通 信

・ 主 催 国際電信電話㈱

・ 開 催 日 時 平成元年9月1日(金)～24日(日)

・ 会 場 名 ・住 所 逓信総合博物館 特別展示場

(千代田区大手町)

・ 行 事 内 容 衛星通信を中心 と して、国際通 信に係 る知識を普及す るための展示を

行 なった。

(展 示内容)・ 衛星通信 のあゆみ に関す る説 明

・イ ンテルサ ッ ト及びイ ンマルサ ッ ト機構の仕組みの説

明
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・通 信 衛 星 、衛 星 通信 用 地 球 局 の 紹 介 等

参 加 人 数15,501名

経 費690万 円

参 加 者 の 反 応 衛 星通 信 の 仕 組 み を 模型 やパ ネル を用 いて 、 視 覚 的 に分 か りや す く説

明 す る こと に よ り、 国 際通 信 を一層 身 近 な もの と して 感 じて いた だ き、

情 報 化社 会 を実 感 して もら う ことがで き た。

10.ソ フ トウ ェ ア ・シ ョウ'89

主 催 ㈱ ソフ トウ ェア情 報 セ ンタ ー

後 援 通商 産 業 省 、 文 化 庁 、情 報 処 理振 興 事 業協 会 、㈲ 情 報 サ ー ビス産 業協

会

開 催 日 時 平 成 元 年10月2日(月)～4日(水)

会 場 名 ・住 所 池 袋 サ ン シ ャイ ン ・シテ ィ ワー ル ドイ ン ポー トマ ー ト

(豊 島 区東 池 袋)

行 事 内 容 ホ ビー ソ フ トウ ェア を 除 くソフ トウ ェア全 般 の トレー ド ・シ ョー

参 加 人 数70,000人

参 加 者 の 反 応 年 々良 くな って い る。

プ レゼ ンテ ー シ ョンル ー ム も好 評 で あ った 。

11.地 方 公 共 団 体OAフ ェア

・ 主 催 ㈱ 地方 自治 情 報 セ ンタ ー
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・ 協 賛 ア イ ・エ ヌ ・エ ス ・エ ン ジニ ア リン グ㈱ 、 沖 電 気工 業 ㈱ 、 ㈱ ぎ ょうせ

い、 ㈱ 東 芝 、東 洋 オ フ ィス メー シ ョ ン㈱ 、 日本 アイ ・ピー ・エ ム㈱ 、

日本 電 気 ㈱ 、 日本 ユ ニ シ ス㈱ 、 ㈱ 日立 製 作所 、 ㈱PFU、 富 士 通 ㈱ 、

松 下 電 器 産 業㈱ 、 三 菱 電 気 ㈱ 、 ㈱ リ コー

・ 開 催 日 平成 元年10月25日(水)～26日(木)

・ 会 場 名 ・住 所 麹町会館

(千 代 田区平河町)

・ 行 事 内 容 地 方 公 共 団 体 向 けOA機 器(オ フ ィス コ ンピュー タ、パ ー ソ ナル コ ン

ピ ュー タ、 日本語 ワー ドプ ロ セ ッサ、 光 フ ァイル な ど)の 展 示 及 び財

務 会計 、公 文 書 管理 、 戸 籍 、 地 図管 理 、観 光 エ キ スパ ー トな ど50余 の

行 政 情 報 シス テ ムの実 演

・ 入 場 者 数 延6 ,900名

・ 経 費 出展社負担

・ 参加者の 反応 地 方 公共 団体 向 けのOAシ ス テ ム に限 った この 種 の催 しが 、 他 に例 が

な い た あ 、大 変好 評 で あ っ た。

ま た 、 会場 の 拡大 、 地 方 で の 開催 等 の要 望 が あ った。

OAフ ェア の模様 は、NHKの 取 材 を受 け、平 成 元 年11月22日 に全 国

放 映 され た。

12.マ イ コ ンシ ス テ ム&ツ ー ル フ ェア'89

・ 主 催 ㈲ 日本 システ ムハ ウ ス協 会

・ 後 援 通省産業省
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協 賛

開 催 日 時

会場名 ・住所

行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

参加者の反応

情 報 関 連 団 体等6団 体

平 成 元 年10月18日(水)～19日(木)

サ ン シ ャイ ンコ ンベ ン シ ョ ンホー ル

(豊 島 区東 池 袋)

マ イ クロ コ ンピ ュー タ応 用 技術 に関 す る展 示 会

5,500名

2,700万 円

マ イ コ ン技 術 に関 す る専 門展 示 会 と して、 全 国 か ら技 術 者 が 来 場 し、

技 術 者 レベ ルの 質 疑応 答 が 多 か った。ぐ

13.'89電 子 デ ィス プ レイ デバ イ ス展(ED展)

主 催

開 催 日 時

会場名 ・住所

・ 行 事 内 容

参 加 人 数

参加者の反応

㈲ 日本電子機械工業会

平成元年10月31日(火)～11月2日(木)

科学技術館

(千 代田区北の丸公園)

液晶デ ィスプ レイ、CRTの 電子デ ィスプ レイを中心 と した素材か ら

応用製 品までの専 門展

5,900人

技術関係の方を中心 に専門展 と しての評価は高い。
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14.1989年 国 際 放 送 機 器 展

・ 主 催

後 援

開 催 日 時

会場 名 ・住所

行 事 内 容

参 加 人 数

参加者の反応

㈲ 日本 電 子機 械 工 業 会

日本放 送 協 会 、㈲ 日本 民 間放 送 連 盟

平 成 元年11月15日(水)～17日(金)

サ ンシ ャイ ン シテ ィ コ ンベ ン シ ョ ンセ ンターTOKYO

(豊 島 区 東池 袋)

国 内外 の 放送 関係 の トップ レベ ル 製 品 を 一堂 に あっ め 、 技 術 交流 と需

要 開拓 の 場 を提 供 す る。

プ ロオ ー デ ィオ 関係

映 像 ・放 送 関 連機 材

24,357人

展 示 内容 ・シ ンポ ジウ ム共 に大 好 評 で あ った。

15.デ ー タ シ ョ ウ'89

・ 主 催

・ 後 援

開 催 日 時

会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

㈲ 日本 電子 工 業 振 興 協 会

通信 機 械工 業 会

通 商産 業 省 、郵 政 省 、NTT、KDD

平 成 元年10月24日(火)～27日(金)9:30～17:30

東 京 晴海 展 示 場

(中 央 区 晴海)

コ ン ピュー タお よ び関 連 機 器 、 周 辺 端 末装 置 、 コ ンピ ュー タ ソフ トウ

ェア 、 コ ンピ ュー タネ ッ トワー ク、 情 報 サ ー ビス、 シ ステ ム サ ー ビス
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の展 示 ・実演 等

・ 参 加 人 数213
,800人

・ 経
費50,910万 円

・ 参 加者 の反 応 来 場 者 の1 ,120名 に対 して 面 接 ア ンケ ー トを 実 施 し、97.1%の 人 た ち

が 会 社 に コ ンピュー タお よ び関 連 機 器 を導 入 して お り、 さ らに機 器 動

向把 握 、 ソ フ トウ ェア動 向 把 握 やOA・FAに 関心 を 持 って 来 場 され 、

65.6%の 人 が興 味 を持 った 出展 機 器 システ ム が あ った と答 え て い る。

16.NTTコ レク シ ョン'89

・ 主 催 日本 電 信 電話 ㈱

・ 協 賛NTTグ ループ企業

・ 開 催 日 時 平 成 元年10月17日(火)～21日(土)

・ 会 場 名 ・住所

・ 行 事 内 容

NTT品 川TWINS

(港 区港 南)

NTT及 びNTTグ ループの事業全般 に関す る総合 プライベ ー トシ ョ

ウ(展 示会)

参 加 人 数35,000名

経 費 約85,000万 円

・ 参 加 者 の反 応 NTTの 総 合 力、 特 にISDN関 連 の アプ リケ ー シ ョ ンや 技 術 力(R

&D)に 多 大 な評 価 を得 る と と もに、NTTに か け る期 待 感 が うか が

え た。
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17.情 報 化 ブ ラザinな が おか

・ 主 催

・ 共

・ 後

OAシ ョー&フ ォーラム

㈱新潟県 中小企業振興公社

働 日本情報処理 開発協会

新潟県中小企業情報 セ ンター

催 新潟県、長 岡市 、長岡商工会議所

援 関東通商産業局、 中小企業事業団、新潟 県商工会議所連合会、新潟県

商工会連合会、新潟県中小企業団体中央 会、働 長岡テ クノポ リス機構 、

第四銀行、北越銀行、新潟中央銀行、大 光銀行、新潟 日報社、 日本経

済新聞社、 日刊工業新聞社

・ 開 催 日 時 平成元年10月27日(金)～28日(土)

・ 会 場 名 ・住 所 ・OAシ ョ ー

・ フ ォ ー ラ ム

長 岡商工会議所 ホール

(長 岡市坂之上町)

北 越銀行本店 ホール

(長 岡市大手通)

・ 行 事 内 容 ・OAシ ョ ー

・ フ ォ ー ラ ム

最 新 のOA機 器 ・通信 機 器 ・各 種 汎 用 ソ フ ト、 各種 デ

ー タベ ー ス ・パ ソ コ ン通 信 等 をOA機 器 メー カー ・ソ

フ ト会 社 ・デ ー タベ ー ス会 社 ・団 体 及 び 当情 報 セ ンタ

ー が 出展 し展 示 実 演 を2日 間実 演 した
。(22社 団 体)

・基 調 講演 三 沢 千 代 治

「高 度情 報 化 時 代 に お け る経 営 戦 略 」

(ミ サ ワ ホ ーム㈱ 代 表 取 締 役 社 長)

・パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン

パ ネ ラー 大 原 久 治

(㈱ 大 原 商 店 社 長)
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(長 岡新産業 セ ンター卸事業共同組合理事長)

パネ ラー 野 水 重 勝

(ツ インバー ド工業㈱社長)

パネラー 吉 井 昭 栄

(吉 井国際特許事 務所 長)

パネラー 増 田 孝 雄

(長 岡技術科学大 学教 授)

コーディネーター 小 柳 喜 實

(北越銀行取締役企画部長)

・ 参 加 人 数

・ 経 費

参加者の反応

・OAシ ョ ー1
,238名

・ フ ォ ー ラ ム285名

・OAシ ョ ー90万 円

・ フ ォ ー ラ ム624万 円

・OAシ ョ ー

・フ ォ ー ラ ム

来場 された企業経営者 ・社会人 ・学 生等 は、各種OA

機器 ・データベース ・汎用 ソフ ト・パ ソコン通信等 に

関心が強 く、 日々進展 す る情報化社会 にっいての認識

と理解を深め ることがで きる行事であることか ら、今

後 とも開催す る事 を望 む声があ った。

来場者よりの質問等 は無 いが、終 了後の話題 として地

域 に密着 した内容 であ り、情報化 の現状 と今後の動 向

にっ いて認識を深 める ことが で ぎたとの評価が あ った。

18.国 際 自動化展'89い しかわ

・ 主 催 組立 自動化 国際会議実行委員会

㈱ 日刊工業新聞社

・ 後 援 中 部 通 商 産 業 局 、 石川 県 、金 沢 市 、 富 山 県 、 福 井 県
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・ 協 賛 ⑭ 石川 県中小企業振興協会、北陸地 区工作機械協議会、金沢商工会議

所 、北 陸経 済連合会、㈲石川県経営者協 会、金沢経済同友会、㈲ 日本

産業用 ロボ ッ ト工業会、 日本パ ーツフ ィー ダ工 業会、石川県 中小企業

団体中央会、石川県商工会議所連合 会、石川県商工会連合会 、㈲富山

県機械工業会、㈲富山県電子電機工 業会、㈹福井県鉄工業協会連合会、

㈹石川県情報 システム工業会、㈲ 福井県情報 システム工業会 、富山県

情報 システム協会、㈲精密工学会(特 別協力)、 自動化推進 協会(特

別協力)、 ㈲ 石川県鉄工協会(特 別協力)

・ 開 催 日 時 平成 元年10月21日(土)～24日(火)

・ 会 場 名 ・住所 石川県産業展示館1号 館

(金 沢布袋 畠町)

・ 行 事 内 容 世界の先端的 な組立 自動化機器の展示

・ 参 加 人 数25 ,564人

・ 経 費2,474万 円

・ 参加者の反応 世 界の先端的な組立 自動化機器 に高い関心が集 まって いた。

19.い しかわ 情 報 シ ステ ム フ ェア'89

・ 主 催 ㈲石川 県情報 システム工業会

(財)日本情報 処理 開発協会

㈱ 石川県中小企業振興協会

・ 後 援 石川県、金沢市、中部通商産業局、北 陸郵政局 、北陸電気通信監理局 、

石川県商工会議所連合会、石川 県商工会連 合会、石川県中小企業団体
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中央会、㈲石川県経営者協会、㈲石川県鉄工協会、㈲石川県繊維協会、

側)石川地場産業振興 セ ンター、(財)石川県 デザイ ンセ ンター、石川県事

務機器産業協会、北信越工業教育協会石川県支部、㈲ 日本 システムハ

ウス協会、㈲福井県情報 システム工業会、富山県情報 システム協会、

㈲ 日本パー ソナル コンピュータソフ トウェア協 会、高度情報社会推進

北陸会議、NHK金 沢放送局

・ 開 催 日 時 平 成 元年10月21日(土)～23日(月)

・ 会 場 名 ・住 所 石川 県産業展示館2・3号 館

(金 沢市袋 畠町)

・ 行 事 内 容 ① 最 新 の 情 報 関連 機 器 の 展 示(ビ ジネ ス展,CAI展 、ニューメディア展)

② 講 演 会 ・セ ミナ ー

・ 参 加 人 数20 ,546人

・ 経
費2,166万 円

・ 参加者の反応 CAIの 展 示 な どが な され た こ と もあ り、高 い 関 心 を 示 して い た。

20.ソ フ ト ・ フ ェ ア

・ 主 催

n.S、 くし、'89

⑱ 福 井 県 情 報 シ ステ ム工業 会

㈱ 日本情 報 処理 開 発協 会

福 井情 報 産 業協 同 組 合

・ 後 援 近 畿通 商 産 業 局、 福 井 県、 福井 市 、福 井 県 商 工 会議 所 連 合会 、福 井 商

Il会 議 所 、 福 月:県中 小 企業 団 体 中央 会、 福 井 県 産 業振 興 財 団 、北 陸 シ

ステ ムL業 会 、 福 井新 聞、1ヨ 本経 済 新 聞 社、 日刊 工業 新 聞 社 、NHK

細 片放送 局 、 福1卜放送 、 福}i'ニ レ ビ、FM福 井
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・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月6日(金)～7日(土)10:00～17:00

・ 会 場 名 ・住所 福井県産業 会館

(福 井市下六条 町)

・ 行 事 内 容 ・新 作 ソフ トウ ェア ・シ ステ ム展 示

ソフ トハ ウ ス、 シス テ ムハ ウ ス、 コ ン ピュー タメ ーカ ー の シス テ

ム製 品 を展 示 し、地 域 産 業 お よ び一 般 家 庭 の情 報 化 に寄 与す る。

・パ ソ コ ン通 信 コーナ ー

誰 もが情 報 の送 り手 、 受 け手 に な れ る こ とを パ ソ コ ン通 信 を使 っ

て 体 験 を す る。 また 北 海道 千 歳 市 と、特 産 品 の 紹 介 に よ る シ ョ ッ

ピ ングを 行 い、 地 域 の 情報 発 信 の 実 験 を行 った。

・パ ソ コ ン通 信 を使 って の 教 育

自分 の ペ ー ス に合 わせ 、 自 由 な教 材 を 選 ん で家 庭 で学 習 が 行 な え

る教 育 シス テ ムを展 示 。

・ 参 加 人 数6 ,324名

・ 経 費1,227.5万 円

・ 参加者の反応 ・ソフ トウ ェアの展 示 回 数 を も っ と多 く して ほ しい。

(毎 年 ま た は年2回)

・家 庭 向 けの 内容 が ほ しい。

・OA機 器 も同時 に展 示 して ほ しい。

・業 種 別 ソフ トの 紹 介 を して ほ しい。 な ど

21.ぎ ふ21情 報 フェア

(岐 阜商工会議所創立100周 年記念)

・ 主 催 岐阜商工会議所、⑭ 日本情報 処理開発協会
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・ 共 催 岐阜県情報産業協会、岐阜県商工会議所連合会 、岐阜商工会議所ニ ュ

ーメデ ィア研究会

・ 後 援 中部通商産業局、 岐阜県、岐阜市 、岐阜県 中小企業 団体 中央会、岐阜

県商工会連合会、働岐阜県 シンクタンク、働 岐阜県中小企業振興公社

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月12日(木)～14日(土)10:00～17:00

・'会 場 名 ・住 所 岐阜 メモ リアルセ ンター

(岐 阜市 長良福光 大野)

ふ れ 愛 ドー ム

・ 行 事 内 容 ① 情 報 関連 コー ナ ー …

② 通 信 関連 コー ナ ー …

③ 管 理 システム関連 コーナー …

OA等 各種 機 器 、 ソフトウェア、 オフ杁機 器 等

ISDN、 通 信 機 器 な ど関連 機 器 等

ビル管 理、 セキュリティーシステムな どの 関連 機 器 等

・ 入 場 者 数12,500人

・ 経 費2,850万 円

参加者の反応 ①ISDNを 初めハイ ・ビジ ョンさ らには情 報戦略 システムを構築す

る最新鋭の情報関連機器 ・ソフ ト等 に直接触れ、県民の情報化 に対

す る認識 を高め ることがで き、大変有意義で あった。

② ビジネスマ ンを初 めとして一般社会人か ら主婦 ・学生 にいたるまで

県民各層 の入場が あり、情報化が工場 ・オ フ ィスだ けでな く家庭 に

も身近 かにな って いる現状が認識 された。

③一般 県民 の関心 も高か ったが、情報産業関係者か らもおおむね好評

が得 られ、県 内産業の振興を図 るうえで意義深 い ものであ った。
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22.イ ンテ リジ ェン ス フ ェ ア ・イ ン ・静 岡'89

・ 主 催 静 岡 商 工 会議 所 、 静 岡事 務機 器 販 売 事 業⑱

・ 後 援 関東通商産業局、㈲ 日本事務機械工 業会、 日本商工会議所、静岡県、

静 岡市、静岡県教育委員会、静岡市教育委員会、静岡県商工会議所連

合会、静岡県商工会連合会、働 静岡県中小企業振興公社、静 岡県 中小

企業 団体 中央会、静 岡県 ソフ トウ ェア事業⑱ 、㈲静 岡青年会議所、静

岡市婦人団体連絡会、 日本事務機器流通団体連 合会、静岡文具 小売商

組 合、静岡県紙文具卸商事業⑱、NTT静 岡支店、NHK静 岡放送局 、

静 岡新聞社、SBS静 岡放送、㈱ テ レビ静 岡、静岡県民放送㈱ 、㈱静

岡第一テ レビ

・ 協 賛 日本経済新聞社、 日刊工業新 聞社 、 日本 工業新聞社、中部経済新聞社、

読売新聞社、毎 日新聞社、産経新 聞社、中 日新聞社

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月20日(金)～21日(土)

・ 会 場 名 ・住 所 静 岡産業館

(静 岡市 曲金)

・ 行 事 内 容 ① 最先端情報関連機器か ら身近 なOA機 器 までを一堂 に展示

② パ ソコ ン体験セ ミナー、情報化講演会等 同時開催

・ 参 加 人 数 ① 出展社数39社

②来場者数7,900人

・ 経 費 総 事 業 費1,063万 円

・ 参 加 者 の 反 応(ア ンケ ー ト集 計 結 果)

① 告 知 に つ いて

ダイ レク トメ ール を み て来 場 した方 が 最 も多 く、次 い で 新聞 広 告 ・

32



記事 をみて きた人が多か った。

ラ ジオ等のマス コ ミによって来場 した人は比較 的少なか った。

②来場の動機 につ いて

仕事 に役立っ とい うことで来場 した人が最 も多 く、次 いで 内容が面

白そ う、上司に勧あ られて とい う人が多 く、直接仕事 に役立 っ情報

を求めて来場 した人が多か った。

③ テーマ 「現代最新 のテ クノロジーを個人の もの に」 にっ いて

テーマにっいて は、 これか らの課題だと思 って いる人が圧倒的 に多

く、オフィスや個人的 な情報化にっいては緒 についた段階で あり、

今後 の研究 ・開発が期待 され る。

④ フェアの感想 につ いて

欲 しい情報で はなか った との批判的意見 もあ ったが数 は少 な く、全

体 的に面白か った、また、仕事 に直結 して役立 った とい う意見が多

く概ね成功裡に開催す ることがで きた。

以上のよ うな成果 を踏 まえ、今後 とも地域の情報化 につ いて は積極的

に取 り組んでい きたい。

23.あ いち21産 業技術情報 フェア

・ 主 催 あいち21産 業技術情報 フ ェア実行委員会

㈱ 日本情報処理開発協会

・ 後 援 中部通商産業用、愛知県、名古屋市、名古屋商工会議所、 愛知 県中小

企業団体中央会、愛知県商工会連合会、閲ニ ューオ フ ィス推進協議会、

朝 日新聞社、 中日新聞社、中部経済新聞社、 日本経済新聞社、毎 日新

聞社、読売新聞社、 日刊工業新聞社(順 不同)

・ 開 催 日 時 平 成 元年10月18日(水)～20日(金)

・ 会 場 名 ・住 所 名古屋市 中小企業振興会館

(名 古屋市千種区吹上)
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・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

AI、 ソ フ ト ウ ェ ア ・デ ー タ ベ ー ス 、 ニ ュ ー オ フ ィ ス&イ ン テ リ ジ ェ ン

ト オ フ ィ ス シ ス テ ム 、 テ ク ノ マ ー ト等 の 展 示 ・実 演 及 び 特 別 展 と し て 、

コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ク ス の 展 示 ・実 演

35,000人

・ 経
費6,975万 円

・ 参加者 の反応 参 観 者 ア ンケ ー トに よれ ば約94%が 「来年 度 以 降 も継 続 して 開催 して

ほ しい 」 とな って お り、 極 め て好 評 で あ った。

24.メ カ トロニクスとソフ トウェア展

・ 主 催 働京都高度技術研究所、働 日本情報処理開発協会、京都市、京都高度

情報化推進協議会、京都新聞社

・ 後 援 近畿通商産業局、京都府、京都商工会議所、京都府 中小企業 団体 中央

会、㈲京都工業会、㈹京都経済 同友会、㈲発明協会 支部京都発明協会、

働京都産業情報 セ ンター、㈲ システム科学研究所、 日本経済新聞社、

日刊 工業新聞社 、 日本工業新 聞社、NHK京 都放送局、KBS京 都、

京都 リサーチパ ー ク㈱

・ 協 賛 ア コー電 子 工業 ㈱ 、SMC㈱ 、 エ ヌ ・テ ィ ・テ ィ ・デ ー タ通 信㈱ 、 オ

.一 ジー情 報 シス テ ム㈱ 、 関 西 電 力㈱ 、 キ ャ ノ ン販 売 ㈱ 、 京 都 市 ベ ンチ

ャー ビジネ ス ク ラ ブ(㈱ 暁 電 機 製 作所 、 岩 崎技 研 工 業 ㈱ 、 技 研 トレー

デ ィ ング㈱ 、 日本 コ ン ピュ ー タ ー フ ァ シ リテ ィ㈱)、 ク ボ タ コ ン ピ ュ

ー タ ー㈱ 、三 洋 電 機 ㈱ 、 ㈱ 島 津 製 作所 、 ダイ ニ ッ ク㈱ 、 大 日本 ス ク リ

ー ン製 造㈱ 、 立 石 ソ フ トウ ェア㈱ 、立 石 電 機㈱ 、 ㈱ 東 芝 、 東 洋 エ ン ジ

ニ ア リ ング㈱ 、 寺 崎 電 気 産 業 ㈱ 、 日新 電 機 ㈱ 、 日本 ア イ ・ピー ・エ ム

㈱ 、 日本 シテ ィネ ッ トワー ク㈱ 、 日本 デ ー タゼ ネ ラル㈱ 、 日本 電 気㈱ 、

日本 電 池㈱ 、 日本 輸 送 機 ㈱ 、 ㈱ 日立 製作 所 、㈱ 堀 場 製 作所 、 松 下 電器

産業 ㈱ 、 三 田工 業 ㈱ 、 三 菱 電 機 ㈱ 、 ㈱壬 生 電 機 製作 所 、村 田機 械 ㈱ 、

一34一



八洲電機㈱ 、ロー ム㈱(五 十音順)

開 催 日 時 平 成 元 年11月18日(土)～20日(月)10:00～17:00

会場名 ・住所 京都高度技術研究所 および京都 リサーチパ ーク

・ア トリウム(京 都市下京区中堂寺南 町)

・ 行 事 内 容 ・高度情報関連機器の展 示

・事務処理機器の展示

・メカ トロニ クス関連機器の展示

・各種 ソフ トウェアの展 示

・㈲京都高度技術研究所 の研究成果発表

・ 参 加 人 数6 ,500人

・ 経 費 約1,800万 円

・ 参加者の反応 京都高度技術研究所のオープ ン記念行事で もあ り、情報化社会の最先

端 に触れ る機会 として好 評であ った。 出品者、来場者 ともに継続的な

開催 を望む声が強か った。

25.大 阪 テ レポ ー トフ ェア

・ 主 催 大 阪 府 、 大 阪市 、 ㈲ 関 西経 済 連 合 会 、 大 阪商 工 会 議 所 、㈲ 大 阪 工 業 会 、

(財)大阪21世 紀協 会 等

・ 開 催 日 時

及 び場所
会 議(世 界 テ レポ ー ト連 合 第5回 総 会)

平 成 元年10月17日(火)～20日(金)

ホテ ルニ ュ ーオ ー タニ大 阪(大 阪市 中央 区 城見)

展 示 会 平 成 元年10月18日(水)～20日(金)

大 阪城 ホ ール(大 阪市 中央 区 大 阪城)
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・ 行 事 内 容 会 議(世 界 テレポート連 合 第5回 総 会)及 び テ レポ ー ト関係 の 展 示会

・ 参 加 人 数

・ 経

会 議534名

展 示 会20,230名

費11,000万 円

・ 参加者 の反応 会議では世界22ヵ 国か らテ レポー トの関係者が集 まり 「テ レポー トが

もた らす利益」 とい うテーマの もとに熱心 な討議が行われ、展示会で

はテ レポー トの 関連機器 は もとより、自治体や企業の 「テ レポー トを

基盤 と した開発構想 」等が展示 され、今後の都市 にお けるテ レポー ト

の果 たす役割 や重 要性 について一般市民 の認識 を得 るのに大 いに役立

った。

26.'89ト ー タ ル オ ー トメー シ ョンフ ェア大 阪(TAF)
「大 阪 ビジネ ス フ ェア'89」(第15回OBF)

・ 主 催 関 西 事務 機 産 業 協 会

・ 後

・ 協

援 ㈱ 日本情報処理 開発協会、㈲ 日本事務機械工業会、 日本事務機器流通

団体連合会、近畿 通商産業局、近畿電気通信監理局、大阪府、大阪市、

大阪商工会議所 、 日本貿易振興会大阪本部 、㈲ 日本電子工業振興協会、

情報 処理振興 事業 協会 、大阪文 具工 業連盟、 ㈱ 関西情報 セ ンター、

側)大阪21世 紀協会

賛 ㈱大阪中小企業情報 セ ンター

・ 開 催 日 時 平 成 元 年11月14日(火)～16日(木)10:00～17:00

・ 会 場 名 ・住 所 OMMビ ル(大 阪 マ ー チ ャ ンダ イ ズ マー ト)展 示 ホ ー ル

(大 阪 市 中央 区 大 手 前)

第2会 場 マ イ ドー ム おお さか"情 報 プ ラザ"
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・ 行 事 内 容 昭和62年 よ り総称 を 「トー タル オ ー トメー シ ョンフ ェア大 阪(TAF)」

と して 、 「大 阪 ビジネ ス フ ェ ア(OBF)」 とrNEWプ リン ト(電

子 印 刷)OSAKAjを 同 時 開 催 し、 内 容 も高度 情 報 化 ・ネ ッ トワー

ク化 時 代 に対 処 してOA・FAそ れ に 電 子 印刷 関連 まで の 最新 情 報 ・

最 新 鋭 技 術 を 一堂 に集結 した 情報 発 信 基 地構 築 を図 り、 新 しい 時代 を

先 取 りす る イベ ン トと して 各 方 面 か ら高 い 関心 を得 た。

・ 参 加 人 数 総 入 場 者 数50,800人

・ 経
費2,000万 円

・ 参加者の反応 来場者層 は、製造 ・販売 ・サ ー ビス業や官公庁 ・学校 ・病院 ・自由業

等の経営者か ら中堅幹部や専門職 な らびに一般 ビジネスマ ン、また設

計 ・研究開発 ・技術部門など幅広 い層 の来場 者があ った。

27.'89ト ー タル オ ー トメ ー シ ョ ンフ ェア大 阪(TAF)
「NEWプ リン ト(電 子 印 刷)OSAKA'89」

・ 主 催 関 西 事 務 機 産 業協 会

・ 後 援 ⑱ 日本情報処理開発協会、㈲ 日本事務機械工業会、 日本事務機器流通

団体連合会 、近畿通商産業局、近畿電気通信監理局、大阪府、大阪市、

大阪商工会議所、 日本貿易振興会大阪本部、㈲ 日本電子工業振興協会、

情報 処理 振興事業協会 、大阪文具工 業連 盟、㈱ 関西情報 セ ンター、

⑱大 阪21世 紀協会

・ 協 賛 ㈱ 大阪中小企業情報セ ンター

「マ イ ドームおおさか情報プ ラザ事業 」推進協議会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年11月14日(火)～16日(木)10:00～17:00

・ 会場 名 ・住所 OMMビ ル(大 阪 マーチャンダィズマート)展 示 ホ ー ル
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(大 阪市 中央 区大手前)

・ 行 事 内 容DTPシ ス テ ム 、 電 子 編 集 組 版 シ ス テ ム 、 デザインシミュレーション、 グラフィックスアニメ

ーション、 製 版 ・印 刷 一 体 型 シ ス テ ム 、 製 版 機 、 印 刷 機 、 カ ラ ー 印 刷 機 、

丁 合 機 、 紙 折 機 、 製 本 機 、 ラミネートマシン、 そ の 他 関 連 機 器 の 展 示 実 演 。

・ 参 加 人 数 総 入 場 者 数50,800人

・ 経
費10,000万 円

・ 参 加者の反応 今回は会場を従来のイ ンデ ックス大阪か ら、交通至便で大阪の ビジネ

スセ ンターに位置す る 「OMMビ ル」(大 阪市中央 区大手前)を 使用

した事 によ り、来場者 も幅広 く、 日頃多忙 な経営管理者や システム部

門 ・技術部 門な どの専門職の方 々など従来 とは異な った参観者層が来

場 し、会場 内で は出品者 と参観者 との コ ミュニ ケーシ ョンが随所で見

受 け られ た。

28.鉄 道 と情 報 化 展

・ 主 催 西日本旅客鉄道㈱

・ 協 賛 日本IBM㈱ 、 日本 電 気㈱ 、 ㈱ 日立 製 作所 、 富士 通 ㈱ 、 日本 テ レコム

㈱ 、鉄 道 情 報 シス テ ム㈱ 、 関西 情 報 シ ステ ムサ ー ビス㈱

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月26日(木)～29日(日)

11:00～19:00

・ 会 場 名 ・住所 大 阪駅 中央 コンコース

(大 阪市北 区梅 田)

・ 行 事 内 容 パ ソ コ ン通 信 、 会 議 シス テ ム、 テ レ ビ電 話 、旅 行 情 報 案 内 シス テ ム及
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びニ ューメデ ィア機器の展示並 びに実演

・ 参 加 人 数4 ,000人

経 費237万 円

参加者 の反応 全体的 に若年層(20歳 前後)の 感心が高 く、各展示 コーナーで熱心な

質問が見受 け られた。また、旅行情報案内 システムは、サ ラリーマ ン、

旅行者等幅広 い年齢層の間で注 目を集めた。

29.1989年 エ レク トロニ ク ス シ ョー

・ 主 催 ㈲ 日本 電 子 機 械 工 業 会

・ 後 援 通商産業省、郵政省、外務省、科学技術庁、大阪府 、大阪市 、㈲ 日本

新聞協会、 日本放送協会、㈲ 日本民間放送 連盟

・ 開 催 日 時 平成元年10月19日(木)～23日(月)

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事

イ ンデ ックス大阪

(大 阪市住之江区南港北)

内 容 内外 にお け る電子機器および電子部品を一堂 に展 示 し、躍進するエ レ

ク トロニ クスの技術水準を広 く紹介す る。

・ 参 加 人 数254 ,763人

・ 参加者の反応 技術 に携 わ る来場者が多 く、新製品、新技術等 の情報収集 に非常 に役

立 っ と好評 であ った。

30.ニ ュ ー オ フ ィ ス フ ェ ア'89大 阪
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・ 主 催 ニ ュー オ フ ィス フ ェア'89大 阪 実 行 委 員 会

・ 協 力 ㈲ ニ ュ ーオ フ ィス推 進協 議 会

・ 後 援 近畿通商産業局、大阪府、大阪市、大阪商工会議所、大阪府 中小企業

団体 中央会、 日本金属家具工業組合、 日本 金庫鋼鉄家具商工業協 同組

合連 合会、㈲ 日本事務機械工業会、㈲ 国際家具産業振興会、㈲全 国家

具工 業連合会、㈲ 日本 システ ムハ ウス協会 、⑱大阪中小企業情報 セ ン

ター、 マイ ドーム大阪情報 プラザ、⑭ 日本建築家協会、㈲建築業協 会、

㈲空気調和衛生工学会、⑭大 阪科学 技術セ ンター、 ソフ トウ ェアコ ン

フ ァレンス、AIビ ルメンテナ ンス委員会、高度情報化推進協議会、

⑭労働科学研究所、閲全国 ビル メ ンテナ ンス協会、㈲関西情報 セ ンタ

ー、関西デー タベース協議会、近畿 ニ ューメデ ィア推進協議会、働 国

際花 と緑の博覧会協会、 日本 イ ンテ リアデザイナー協会

・ 協 賛 日本貿易振興会大阪本部、㈹大 阪21世 紀協会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月31日(火)～11月2日(木)

・ 会 場 名 ・住 所 イ ンデ ックス大阪5号 館 ・国際会議 ホール等

(大 阪市住 ノ江区南港北)

・ 行 事 内 容 物質 的には豊か にな った時代の到来 した中で、オフ ィスを単 なる作業

の場 か ら"人 間生活の場""情 報化 の中核の場"と なるよ う 「豊か さ」

「ゆ と り」 「うるお い 」 「楽 しさ

目的 とす る。

などを追求する職場環境の実現を

・ 参 加 人 数49 ,750人

・ 経 費60 ,000万 円

31.ニ ュ ー メ デ ィ ア 展 示 会
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・ 主 催

・ 開 催 日 時

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

・ 経 費

・ 参 加 者 の 反 応

兵庫県、兵庫ニューメデ ィア推進協議会

平成元年10月18日(水)

兵庫 県民会館

(神 戸市)

最新 の情報通信機器 の中か ら県民 の関心が高い もの を選んで展示 し、

来場者 に対 して係 員が説 明を行 った。

500人

約50万 円

最新の情報通信機器 を実際に触 って、その機能 を確認 で きた ことで参

加者 には好評であ った。

32.熊 本 テ ク ノ ポ リ ス'89「 マ イ ・ タ ッ チ 」 フ ェ ア

・ 主 催

・ 後 援

・ 協 賛

・ 開 催 日 時

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

熊 本 テ ク ノ ポ リス財 団 他4団 体

熊 本 県 、 小 学 校長 会 他9団 体

富 士 通 、 日本 電気 、NTT、 日本 ソ フ トバ ン ク

平 成 元 年11月5日(日)～6日(月)

熊 本 県 テ ク ノ ポ リス セ ンタ ー

(熊 本 県 上 益 城郡 益 城 町)

児童 ・生 徒 の コ ン ピ ュー タ グラ フ ィ ック展 示
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高校 によるパ ソコン通信実演

工 業高校 によ るロボ ッ ト展示 他

・ 参 加 人 数8 ,000人

・ 経 費490万 円

・ 参加者の反応 子 ど もたち中心の フェアであ ったが、家族連れのほか学校単位での見

学 もあ り、 目標入場者を2倍 以上上回 った。

教 師対象の教育 ソフ トの講習会 も実施 し、好評であ った。

33.ソ フ トピア'89
一ソフ トパー クの完成1周 年を記念 して 一

・ 主 催 ㈹大分県地域経済情報 セ ンター

㈱ 日本情報処理開発協 会

大分 県

(財)大分県地域技術振興財団

大分合 同新聞社

大 分県 ソフ トウェア協会

・ 後

・ 揚

接 九州通商産業局、

大分

賛

NHK大 分 放 送 局 、OBS大 分 放 送 、TOSテ レビ

富 士 通㈱ 大 分 支 店 、㈱ 東 芝 、 ㈱ 富士 通 大 分 ソ フ トウ ェア ラボ ラ トリ、

㈱ 日立 製作 所 、 ㈱ 大分 電 子 計 算 セ ン ター、 松 下電 器 産 業㈱ 、 大分 情 報

システ ム㈱ 、 ㈱ トキ ハ 、㈱ フ ァ コ ミ ック、 大 分 県 日産 グル ー プ、 総 合

技 術 工 学 院、 日本 アイ ・ピー ・エ ム㈱ 、 日本 電信 電 話 ㈱ 大 分 支社 、 日

本 電 気 ㈱ 大分 支 店 、 大 分 交通 ㈱ 、 九 州電 子 計 算 機専 門 学 校 大 分校

・ 開 催 日 時 平 成 元 年11月10日

10:00～16:00

(金)～12日(日)
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・ 会 場 名 ・住 所 ソフ トパ ー ク(大 分 市 東 春 日町).

ソフ トパ ー クセ ンタ ー ビル を メ イ ン会場 と し、 パ ー ク内 の立 地 企 業 ご

との特 設会 場

・ 行 事 内 容 ソ フ トパ ー クへ の 誘(い ざな)い 楽 し く遊 び、 楽 し く学 べ る ソ フ

トパ ー ク を メ イ ンテ ーマ と し、 パ ー ク内立 地 企 業 や協 賛 企 業 が 企

画 す る諸 行 事等 を通 じ、 県 民一 人 ひ と りが情 報 化 に つ い て一 層 の 関心

を 高 めて も らう こ とを 目的 に、展 示 会 を 開催 した。

・ 参 加 人 数36 ,000人

・ 経 費800万 円

・ 参加者の反応 会 期 中 の3日 間 は 好 天 に恵 まれ 、36,000人 の 来 場 者 を 記 録 す るな ど、

ソフ トパ ー クのPRや 、 先端 技 術 と情 報 化 へ の 一層 の 関 心 を 高 め て も

ら う とい う 目的 が 十 分 達成 され 、 予想 以 上 の 成 功 で あ った 。
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V[講 演 会 ・セ ミナ ー ・シ ン ポ ジ ウ ム等

1.わ が国 にお ける主要なデータベースシステムの概要

及 び科学技術情報 ネ ッ トワーク シスデム等の現 況につ いて

・ 主 催 ㈱ ニュー メデ ィア開発協会

(財)テクノポ リス函館技術振興協会

函館商工会議所

函館市

後 援 函館地域 ニ ューメデ ィア推進 協議 会

協 力 働 日本テ クノマー ト北海道支部、函館インフォメーション・ネットワーク㈱

開 催 日 時 平成元年10月12日(木)

会場 名 ・住所 北海道立工業技術セ ンター

(函 館市桔梗 町)

・ 行 事 内 容 ・講 演 会 長 谷 川 光 夫(㈱ 北海道拓殖銀行調査部 次長)

'技編 習会 上 田 浩(㈱ 躰 テクノマ糠 京本都舞 罐)

⑱ 日本テ クノマー トの現況 と活用 について説 明

泊 出 利 雄(函 館伽 メ'ション●ネツ2鵠
発室長)

キ ャプテ ンシステ ムの現況 と活用 にっ いて説明

参 加 人 数80名

経 費 約53万 円

2.高 度情報社会 と企業経営

・ 主 催 働 テクノポ リス函館技術振興協 会
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函館商工会議所

函館 市

開 催 日 時 平成 元年10月9日(月)14:30～16:00

会場名 ・住所 函館 国際ホテル

(函 館市大手町)

行 事 内 容 関 本 忠 弘(日 本電気㈱ 社長)

参 加 人 数200名

経 費 約18万 円

3.北 海道地 区行政 管理 セ ミナー

主 催 北 海道地区行政管理改善 連絡会 議

開 催 日 時 平 成元年10月3日(火)～6日(金)

会場名 ・住所 札 幌第一合同庁舎2階 講 堂

(札 幌市)
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・ 行 事 内 容

月 日 講 演 名 講 師 名

北海道拓殖銀行
北 海道経済の活性化 について 専務取締役

10月3日 石 黒 直 文

(火) 北海道大学経済学部
北海道経済の現状と課題

教 授 真 野 脩

職 員 の 能 力 開 発 北海学園大学経済学部

一職場 活性化 と部下の育成 一 教 授 後 藤 啓 一

10月4日 総務庁行政管理局
行政情報 ジステムの現状 と課題 行政情報 システム参事官

(水) 稲 葉 清 毅

市 町 村 行 政 の 実 際 赤井川村

一 ミニ村 の あが き一 村 長 神 原 秀 一

北海道未来総合研究所
行 政 評 価 と 決 定

専務理事 原 勲

10月5日 幌南病院産婦人科
心 と身体 と生活環境の健康

(木) 医 長 菊 川 寛
A

北星学園女子短期大学
消 費 者 保 護 と行 政

教 授 山 本 順 子

NTT北 海道 支社

高度情報化社会の現状と課題
10月6日 副支社長 森 下 俊 三

(金) 北海道新聞社
マ スコ ミか らみた政治 と行政

論説主幹 小 野 喜 一

・ 参 加 人 数100名

・ 経 費 約40万 円
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4.今 、情報感性を限 りな く高め情報発信型企業へ

・ 主 催 働室蘭 テ クノセ ンター

(財)日本情報処理開発協会

⑭北海道地域技術振興セ ンター

・ 後 援 北海道通商 産業用、北海道 、室蘭市、登別市、伊達市 、室蘭商 工会議

所、室 蘭市 産業教育セ ンター、登別商工会議所、伊達商工会議所、N

HK室 蘭放送局、北海道新聞社、室 蘭民報社、北海道電力㈱室蘭支店

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月23日(月)14:00～17:00

・ 会 場 名 ・住 所 中島神社 蓮峡殿

(室 蘭市宮 の森町)

・ 行 事 内 容 遠 山 暁(中 央大学商学部教授)

「企業経営 と情報活動のあ り方」(基 調講演)

吉 沢 紘(NHK室 蘭放送局放送部副部長)

「今、情報感性を限 りな く高め情報発信型企業へ!」(パ ネル討 論会)

・ 参 加 人 数210名

・ 経 費 約70万 円
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5.情 報 化時代 の経営戦略

一中小企業生 き残 りの分 岐点 意思決定 のための情報活 用一

・ 主 催 ㈱岩手県 中小企業振興公社

(財)日本情報 処理 開発協会

・ 後 援 東北通商産業局 、岩手県、岩手 日報社、 日本経済新聞社、 日刊工業新

聞社盛岡支局

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月26日(木)13:00～15:45

・ 会場 名 ・住所 ホテル東 日本(盛 岡市)

・ 行 事 内 容 「情 報 化 時 代 の 経 営 戦 略 」

一中 小 企 業 生 き残 りの 分 岐点 ・意 思 決 定 の た め の情 報 活 用 一

・基 調 講 演 石 黒 重 光

(㈱ マネジメントエンジニアリング研 究 所 代表 取 締 役)

・パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン

コーディネーター 久 木 田 禎 一 アドバイザー 石 黒 重 光

パ ネ リス ト 片 方 若 子 、平 川 真 人 、宮 書 雄 登 三

・ 参 加 人 数158名

・ 経 費 約51万 円

6.東 北地区行政管理 セ ミナー

・ 主 催 総務庁東北管区行政 監察局

・ 開 催 日 時 平成 元年10月31日(火)

・ 会 場 名 ・住 所 仙台商工 会議所大講堂

(仙 台市)
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・ 行 事 内 容

講 演 名 講 師 名

ス キ ー場 を核 と して たま ちづ く り 七 ヶ宿 町長

安 藤 昭 一

東 北 イ ンテ リジ ェ ン ト ・コスモ ス

構 想 にっ いて

東北経済連合会 副会長

黒 田 四 郎

情報化への行政の対応

総務庁行政管理局

行政情報 システム企画課長

瀧 上 信 光

参 加 人 数110名

経 費 約33万 円

7.東 北 ・北海道ブ ロック技 術 ・市場交流プ ラザ

主 催 中小企業事業団

秋 田県

後 援 東北通 商産業局、北海道通商産業局、北海道、青森県、岩手県、宮城

県、 山形 県、福島県、札幌市、旭川市、秋 田県商工会議所連合会、秋

田県 中小企業団体中央会、秋 田県商工会連合会、⑱ 全国中小企業融合

化促進財団 他

協 賛 秋 田県異業種技術交流プラザ、テ クノあ きた'89、 秋 田異業種交流会

開 催 日 時 平成元年10月12日(木)～13日(金)

会場名 ・住所 秋田 ビューホテル(秋 田市)
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・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

・ 経 費

基 調 講 演(草 柳 大 蔵:評 論 家)

分科 会

交 流 パ ー テ ィ ー

展 示 会

5'20名

145万 円

8.'89地 域情 報 化 セ ミナ ー

ーデ 一 夕 ベ ー ス活 用 の実 際 一

・ 主 催 酒 田市

酒 田商 工 会 議 所

(財)庄内 地 域 産 業 情報 化 推 進 プ ラザ

㈱ ニ ュ ー メ デ ィ アネ ッ ト庄 内

開 催 日 時 平 成 元 年10月25日(水)13:30～16:20

会 場 名 ・住所 庄 内情 報 プ ラザ

(庄 内市 中 町)

行 事 内 容 ・吉川 秀紀(㈱ 平 和 情 報 セ ン ター デ ー タベ ー スサ ー ビス部)

「こん な ふ うに デ ー タベ ー ス は活 用 で き る 」

・デ 一 夕ベ スー ス接 続 実 演

参 加 人 数65名

経 費 約27万 円
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9.情 報 化 相 談 室

主 催

1.開 催 日 時

会 場 名 ・住 所

行 事 内 容

福島県中小企業団体 中央会

平成元年11月10日(金)

福島県中小企業団体 中央会 いわ き支部

(い わ き市梅本)

情報化に関す る相談会

共同店舗 におけ るSA化 ・OA化

参 加 人 数8人

経 費6.3万 円

2.開 催 日 時

会 場 名 ・住 所

行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

平成元年9月4日(月)

本会相双支部

(原 町市錦町)

情報化 に関す る相談会

共 同店舗 にお けるSA化 ・OA化

6人

6.4万 円

3.開 催 日 時

会 場 名 ・住 所

行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

平成元年9月4日(月)

本会会津若松支部

(会 津若松市追手町)

情報化 に関す る相談会

組合 スタ ンプ事業の カー ド化 ・OA化

6人

6.7万 円

10.行 政 と情報 システム

・ 主 催 総務庁行政 管理局

・ 開 催 日 時 平 成元 年11月1日(水)13:10～16:35
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会場名 ・住所

行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

全 社協 ホ ー ル(千 代 田区 霞 が 関)

講 演 「情 報 の 文化 生 態 学 」

〔講 師 〕 国 際 大学 教授 西 山 賢 一

パネルディスカッションrAIの 応 用 と未 来 」

一行 政機 関 に お け る人工 知 能 の 応 用 一 」

〔コーディネーター〕 通 商 産 業 省工 業 技 術 院

電 子 技 術 総 合 研 究 所 田 村 浩 一 郎

〔パネリスト〕 評 論 家 栗 田 昭 平

㈱CSK総 合 研 究 所 矢 田 光 治

東 京 都 都市 計 画 局 伊 藤 博 夫

200名

約54万 円

11.鉄 道旅 行 と情 報 につ いて

主 催

開 催 日 時

会場名 ・住所

行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

運 輸 省 運 輸 政策 局

平 成 元 年10月12日(木)14:00～16:00

運 輸 省 会 議 室(千 代 田 区 霞 が 関)

種 村 直 樹(レ イ ル ウ ェイ ラ イ ター)

「鉄 道 旅 行 と情 報 につ い て 」

85名

約2万 円
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12.電 子計算機利用 に関す る技術研究会研究発表会

・ 主 催 電子計算機利用 に関す る技術研究会(工 業技 術院)

・ 開 催 日 時 平成 元 年10月12日(木)～13日(金)

会場名 ・住所 機械振興会館(港 区芝公園)

行 事 内 容 昭和63年 度 に行 った当研究会の成果発表

エ ン ドユーザ ・コ ンピューテ ィングの浸透 に ともない、 今後 の情報処

理の在 り方 について有識者 の報告

・ 参 加 人 数255人

13.シ ス テム監 査 講 演 会

・ 主 催EDPユ ー ザ ー団 体連 合 会

・ 開 催 日 時 平成 元年10月11日(水)10:00～18:45

・ 会場名 ・住所 東京郵便貯金ホール(港 区芝公園)

行 事 内 容 林 良 造(通 商産業省 機械情報産業用 情報 処理 振興課長)

「情報化推進施策」

宮 川 公 男(一 橋大学 商学部 教授)

「システム監査の進路 」

細 見 康 夫(東 京計算 サー ビス㈱ 研究開発部長)

「コンピュー タウ イル スの動向 と対策」

高 梨 智 弘(日 本公認会計士協会 情報 システ ム委員長)

「経営 に係わ る情報 システムの監査 」

小 澤 弘(㈱ 野村総合研究所 監理室 次長)

「SIと システム監査 」
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・ 参 加 人 数1
,417人

・ 経 費534万 円

14.世 界 における医療情報 システムの展望

・ 主 催 ⑰医療情報 システム開発 セ ンター

日本医療情報学 会

・ 開 催 日 時 平成元年10月27日(金)

・ 会 場 名 ・住 所 全社協(全 国社会福祉協議会)ホ ール

(千 代田区霞が関)

・ 行 事 内 容 開 原 成 允(東 京大学 医学部 教授)

「医療情報 システム ・各国の動向」

高 橋 隆(京 都大学医学部 教授)

「ヨー ロッパ におけ る医療情報 システムの展望 」

・ 参 加 人 数162名

・ 経 費42万 円

15.医 療 にお け るパ ソ コ ン簡易 言 語 活 用 セ ミナ ー

・ 主 催

・ 開 催 日 時

働医療情報 システム開発セ ンター

日本 医療情報学 会パ ソコ ン簡易言語研究会

平成元年10月7日(土)13:30～16:30

・ 会場名 ・住所 社会文化会館(千 代田区永 田町)
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行 事 内 容

参 加 人 数

経.費

パ ソ コ ン用 簡 易 言語 の 医 療 にお け る応用 につ いて セ ミナ ー を 開 催 した。

100名

30万 円

16.Tネ ッ ト構 想 につ い て

主 催

後 援

開 催 日 時

会場名 ・住所

・ 行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

(財)運輸 経 済 研究 セ ンター

運 輸 省

平 成 元 年10月18日(水)14:00～16:00

東 海 大学 校 友 会館(霞 が 関 ビル33階)

(千 代 田 区霞 が 関)

八 木 正 夫(鉄 道 情 報 シス テ ム㈱ 常務 取締 役)

rTネ ッ ト構 想 につ い て 」

60名

約8万 円

17.ネ ッ トワー ク新 時 代 と社 会 の対 応

主 催

後 援

開 催 日 時

㈲ 行政 情 報 シス テ ム研究 所

日本 自転 車 振興 会

10月23日(月)～25日(水)
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・ 会場名 ・住所 麻布 グ リー ン会館(港 区六本木)

・ 行 事 内 容

月

日

テ ー マ 講 師

10 情 報 通 信 ネ ッ トワー ク ・システ ム 日本電信電話㈱

月 主幹技師
23 (ISDN)の 現況 と今後の展望 河 辺 候 一

日

(

月 業界のVANの 現状 と展望

㈱ プ ラネ ッ ト
専 務

) 玉 生 弘 昌

10 NTTデ ー タ通信㈱

月 OSIの 適 用事例 担当部長
24 正 呂 地 復

日

( ネ ッ トワー ク化 の 経済 ・産 業 構 造 東京大学 教授
火
) への影響 竹 内 啓

10 東京大学 教授
月 OSIの 現状 と課題
25 齋 藤 忠 夫
日

(
㈱ 旭 リサーチセンター

水 ネ ッ トワー ク社 会 の展 望 と課 題 取締役
) 名 和 小 太 郎

・ 参 加 人 数240名

18.AVA'89

・ 主 催 国際映像 ソフ トウ ェア推進協議会

・ 共 催 通商産業省

・ 後 援 文 化 庁 ・東 京 都 、 働 医 療 情 報 シス テ ム開 発 セ ン ター 、閲 映 像 文 化製 作

者 連 盟 、㈲ 全 日本 テ レ ビ番 組 製 作者 連 盟 、 電 子 ネ ッ トワー ク懇 談 会 、

㈲ 日本 ア ミュー ズ メ ン トマ シ ン工 業会 、 ㈲ 日本 印 刷 産 業 連合 会 、㈲ 日

本 映 画 テ レ ビ技 術 協 会 、 日本 映 像 学 会 、㈲ 日本]ン ピ㌍ タ・グラフィックス協 会 、

㈲ 日本 電 子 機 械 工 業 会 、 日本 電 子 出版 協 会 、㈲ 日本 ビデ オ協 会、 ㈲ 日

本民 間放 送 連 盟 、 ⑱ ニ ュ ー メデ ィア開 発 協 会 、㈱ 余 暇 開発 セ ンター
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・ 協 賛 沖 電 気 工 業 ㈱ 、 シ ャープ㈱ 、 ソニ ー㈱ 、 大 日本 印刷 ㈱ 、㈱ 東 芝 、 凸版

印 刷 ㈱ 、 日本 ア イ ・ピー ・エ ム㈱ 、 日本 電 気 ㈱ 、 パ イ オニ ア㈱ 、 ㈱ 日

立 製 作 所 、 富 士 通㈱ 、 松下 電 器 産 業 ㈱ 、 三 菱 電 機 ㈱

・ 開 催 日 時 平 成 元 年11月14日(火)～15日(水)

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

TEPIA(港 区青 山)

ス ペ ー ス ・ゼ ロ(渋 谷 区)

AVAグ ラ ンプ リの選 考 ・表 彰

AVAイ ン ター メデ ィア フ ォー ラ ムの 開催

・ 参 加 人 数701名(延 べ)

・ 経
費7,000万 円

19.CICCINTERNATIONALSYMPOSIUM'89

一 ア ジ ア 情 報 化 協 力 ・人 材 ネ ッ ト ワ ー ク シ ン ポ ジ ウ ム ー

・ 主

・ 後

催 働国際情報化協力セ ンター

援 通商産業省

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月24日(火) 、25日(水)、27日(金)

・ 会 場 名 ・住 所 芝 パ ー ク ホテ ル(港 区芝 公 園)

・ 行 事 内 容 ・人 材 ネ ッ トワー クにっ いて講 演 な らび に パ ネ ル デ ィスカ ッ シ
ョ ン

・東 南 ア ジア 地域 の コ ンピ ュー タ関係 要人 に よ る各 国 の情 報 化 動 向 に

つ い て の報 告

・当 財 団 の活 動状 況 と今 後 の途 上 国 へ の支 援 、協 力 にっ いて 意 見 交 換
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・ 参 加 人 数150名

20.JlSAコ ン ベ ン シ ョ ン'89

一 未 来 へ の チ ャ レ ン ジ ー

主 催

後 援

協 賛

開 催 日 時

会場 名 ・住所

行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

21.SEMINER

主 催

共 催

㈹ 情 報 サ ー ビ ス産 業協 会

通 商 産 業 省 、 ㈲ 経 済 団体 連 合 会

㈲ 日本 電 子 工 業 振 興 協 会 、働 日本 情 報 処 理 開 発 協 会

平 成 元 年10月3日(火)9:30～17:30

10月4日(水)9:30～17:00

東 京 全 日空 ホテ ル(港 区赤坂)

加 藤 寛(慶 応 義塾 大学 教 授)

他 講 演6、 パ ネ ル デ ィ スカ ッシ ョン1、 特 別 企 画1を2日 間 に わ た

り開催 した 。

2,000名

約13,862千 円

WEEK'89NOVEMBER

㈲ 情 報 サ ー ビス産 業 協 会

(助日本情 報 処 理 開 発協 会 中央 情 報 教 育 研 究 所
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開 催 日 時

会場名 ・住所

行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

22.情 報 化社 会 と女性

主 催

開 催 日 時

会場 名 ・住所

行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

平 成 元 年11月7日(火)～10日(金)9:30～16:30

機 械 振 興 会 館(港 区芝 公 園)

4日 間 にわ た り技 術 研 修 セ ミナー14講 座 を 開 催 した。

1,120名

約15,000千 円

(財)情報処理教育研修助成財団

平成元年10月30日(月)13:30～16:00

㈲ 日本交通協会大会議室

(千 代 田区丸の内)

青 木 雨 彦(評 論家)

上 野 千 鶴 子(京 都精華大学 助教授)

ダグラス ・ラ ミス(津 田塾大学 教授)

松 本 侑 壬 子(共 同通信文化部記者)

の4氏 によるパネルディスカ ッシ ョン

70名

約50万 円

一59一



23.技 術 セ ン ター 技 術 発 表 会

・ 主 催 情 報 処 理振 興 事 業 協会 技 術 セ ン ター

・ 開 催 日 時 平 成 元年10月23日(月)9:30～17:30

・ 会 場 名 ・住 所 東 京 農 林 年金 会 館(虎 ノ門 パ ス トラル)

(港 区虎 ノ門)

・ 行 事 内 容 昭 和63年10月 か ら平 成 元 年9月 まで の 研 究 成 果発 表

・ 参 加 人 数400名

・ 経 費 約500万 円

24.高 度情 報 化 社 会 の 脆 弱 性 とバ ッ クア ップ対 策

主 催

開 催 日 時

会場名 ・住所

行 事 内 容

シス テ ム監 査学 会

平 成 元 年11月17日(金)

機 械 振 興 会 館 ホ ール(港 区 芝 公 園)

基 調 講 演 「情 報 資 源 管 理 に お け る システ ム監 査 の 役 割 」

宮 川 公 男(一 橋 大 学)

特 別 講 演 「米 国 にお け るバヲクアップサーピスの 現 状 と今 後 の 方 向 」

ションA.ジ ャクソン(コ ムデ ィス コ社)

,ネ ルデ,スカ,シ,ン',精 髄 産 の 保 護 とバ 。クア 。プ対 策 の あ り方 」

パネリスト 安 保 二 見 男(日 本 コンピュータセキュリティ)

荒 木 裏(東 京 海 上 火 災)

小 橋 亨(日 本電 気)

林 良 造(通 商 産業 省)

コーディネイター 田 口 孝 弘(国 際ファジィ工 学 研 究 所)
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・ 参 加 人 数250人

・ 経 費 約50万 円

25.物 流情報 システム化への示唆

(中 小企業が どう取 り組むべきか)

・ 主 催 ㈲全 日本 トラ ック協 会

・ 後 援 運輸省

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月20日(金)13:30～17:00

・ 会場 名 ・住 所 トラ ック会館

(新 宿区四谷)

行 事 内 容 中 小 企業 にお ける コ ン ピュー ター利 用 につ い て 、事 例 紹 介 と今 後 の可

能 性 等 に っ いて討 論 した。

コーディネーター 大 沼 広 洲(㈲ 全 日本 トラ ック協 会 流 通 企 画 部 長)

パ ネ ラー 森 岡 進 一(セ イ モ ス情 報 開 発研 究 所 営 業 部 長)

田 中 徳 忠(丸善㈱電子計繁 量熱
括部課長)

後 藤 広 喜(タ イか 計算器販売麟 ㌧
長)

・ 参 加 人 数50人

・ 経 費 約10万 円

26.コ ン ピュー タ ・ソ フ トウ ェア の法 的保 護 に関 す る 国 際 シ ンポ ジ ウム

・ 主 催 働 ソ フ トウ ェア情 報 セ ンター
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・ 後 援

・ 協 賛

・ 開 催 日 時

・ 会場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

・ 経 費

27.TlCC講 演 会

・ 主 催

開 催 日 時

会場 名 ・住所

・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

文 化 庁 、 通 商 産 業 省 、 ㈲ 情報 サ ー ビス産 業協 会 、㈲ 日本電 子 工 業振 興

協 会 、 ㈲ 日本 パ ー ソ ナ ル コ ンピ ュー タ ソフ トウ ェア協 会 、㈲ 著 作権 資

料協 会 、著 作 権 法 学 会

日本 経 済 新 聞 社 、 日刊 工 業新 聞社

平 成 元 年11月7日(火)～8日(水)

明 治記 念館(港 区赤 坂)

イ ンタ フ ェー スの 法 的 保 護

(1)ユ ー ザ ・イ ンタ フ ェー ス

② 通 信 プ ロ トコル

(3)OS関 連 イ ンタ フ ェー ス

250名

約2,800万 円

中 小企 業 事 業 団

平 成 元年10月2日(月)14:00～16:30

TICC(中 小 企業 技 術 ・市 場 情報 交 流 セ ンタ ー)

(港 区)

「多 品種 変 量 生 産 にお け る生産 管 理 の ポ イ ン ト(そ の2)製 造 システ

ム 」 とい うテ ー マで 講 演 会 を 行 った。

30名
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28.デ ー タ ベ ー ス構 築 促 進 及 び技 術 開発 に関 す る成果 の 普 及

主 催 ㈱ デ ー タ ベ ー ス振 興 セ ンター

開 催 日 時 平 成 元 年10月5日(木)10:00～16:35

10月6日(金)10:00～16:10

会場 名 ・住 所 機 械 振 興 会 館(港 区 芝公 園)

行 事 内 容 昭 和63年 度 委 託 課題(24課 題)の 成 果 の 普 及

参 加 人 数155名

経 費 約78万 円

29.lSDNの 応 用 とそ の 将 来

・ 主 催 鉄 道 情 報 シス テ ム㈱

東 日本 旅 客 鉄 道㈱

日本 テ レ コム㈱

後 援 運 輸 省

開 催 日 時 平 成 元 年10月25日(水)14:00～16:00

会 場 名 ・住 所 日本 教 育 会 館 大 会 議室

(千 代 田 区 一 ツ橋)

行 事 内 容 齋 藤 忠 夫(東 京 大学 教 授)

「ISDNの 応用 とその 将 来 」
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・ 参 加 人 数230人

・ 経 費45万 円

30.交 通 ・運 輸 に お けるlCカ ー ドの 利 用

・ 主 催 ㊥ 鉄 道 総 合 技 術 研 究 所

・ 後 援 運輸省

・ 協 賛 ㈲電気学会 、㈲情報処理学会、㈲ 日本鉄道技術協会、 日本鉄道サイバ

ネティ クス協議会、㈲鉄道通信協会、交通機 械協会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月25日(水)10:00～16:00

会場名 ・住所

行 事 内 容

ヤマハ ホール(中 央区銀座)

・講 演

曽 根 悟(東 京大学工学部 教授)

rICカ ー ドによる便利な乗 り物 の可能性 」

金 丸 純 一(運 輸省運輸政策局情報 管理 部情報処理課長)

「運輸業 におけるカー ド化 の進展 について」

三 木 彬 生(働 鉄道総合技 術研究所主任研究員)

rICカ ー ド技術 の現状 と交通 システムへの応用」

・パ ネルデ ィスカ ッション

「交通 システムにおけ るICカ ー ドの利用 はどこまで進むか」

司 会 曽 根 悟

パネリスト 福 西 幸 夫(東 躰 縮 鉄道㈱薙讃毒藁⑫

小 田 博 基(近 畿 日本鉄道㈱ 技術研究所部長)

中 津 川 庸 治(神 奈川中央交通㈱運輸部 次長)

三 木 彬 生
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参 加 人 数410名

経 費 約395万 円

31.日 独情報化社会 シンポ ジウム

・ 主 催 ㈱ 電気通信政策総合研究所

⑭未来工学研究所

㈲ 日本能率協会

後 援

開 催 日 時

会場名 ・住所

行 事 内 容

・ 参 加 人 数

・ 経 費

㈱ 電 気 通 信 普 及 財 団、 ⑭ 放 送 文化 基 金 、 ㈱ 国 際 コミュニケーション基 金

平 成 元 年9月11日(月)～12日(火)

ドイ ツ文 化 会 館 ホー ル(港 区赤 坂)

基 調 講 演

・児 島 光 雄(国 際 電 信 電話 ㈱ 副 社 長)

「ビ ジュア ル ・コ ミュニ ケ ー シ ョンの 発展 と社 会 的 意 義 」

・エベ ル ハ ル ト ・ピ ッチ(ミ ュ ン ヒナー ・ク ライ ス 会 長)

「社 会 に対 す る ビジ ュ アル ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの意 義 」

日 本 側190名

ドイ ツ側20名

約1,300万 円

32.OA賞 受 賞 記 念講 演 会

主 催

開 催 日 時

㈲ 日 本 オ フ ィ ス オ ー トメ ー シ ョ ン 協 会

平 成 元 年9月25日(月)～26日(火)9:00～17:20
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・ 会 場 名 ・住 所 東京 ス テ ー シ ョシ ンホ テ ル

・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

・ 経 費

(千代 田区丸の内)

OA化 実践 に優れた成果を挙げ平成元年度 にOA賞 を受賞 した企業か

ら実践的なOA化 事例を学ぶ。

120名

約180万 円

33.情 報科 学技 術研究集会

・ 主 催

後 援

協 賛

開 催 日 時

会場名 ・住所

行 事 内 容

参 加 人 数

日本科学技術情報 セ ンター

科学技術庁、 日本学術会議、 日本図書館協会、専 門図書館協議会、情

報科学技術協会、働 日本特許情報機構

(財)日本規格協会、㈲ 日本経営協会、㈲発 明協会、 日本 マイクロ写真協会、

(財)日本情報処理開発協会、東京情報流通研究会

平成元年10月5日(木)～6日(金)

全共連 ビル(千 代 田区平河 町)

特 別 講 演:テ ーマ 「瀬戸大橋建設における技術 と情報 」

講 師 杉 田 秀 夫 ⑭海洋架橋調 査会 常務理事

パネルデ杁加ション:テ ーマ 「情報 の流通を考え る」 一その現状 と課題

その他、情報 科学技術 に関す る25テ ーマの研究発表があ った。

延780名
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・ 経 費 約320万 円

34.衛 星 通 信 時 代 の幕 開 け

・ 共 催 ㈲ 日本 コ ン ピュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ協 会

NTTデ ー タ通 信㈱

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月24日(火)13:30～15:00

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

新霞 ヶ関 ビル 全社協ホール

(千 代田区霞 ヶ関)

熊谷和紀(ス ター ・コ ミュニケー ションズ㈱ 取締役企画部長)

「衛星通 信時代の幕開け」

・ 参 加 人 数150名

・ 経 費 約55万 円

35.コ ン ピ ュー タ の 冒 険

・ 主 催 日本 システ ム工 学 会

・ 開 催 日 時 平成 元 年10月13日(金)13:30～16:40

・ 会 場 名 ・住 所 ㈱三 菱総合研究所

(千 代 田区大手町)

・ 行 事 内 容 ・長 瀬 真 理(東 京女子大文理学部 助手)

「コンピュータによる文章解析」

・浜 野 保 樹(放 送教育開発セ ンター 助教授)
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参 加 人 数

経 費

36.JASAフ ォ ー ラ ム

主 催

後 援

協 賛

開 催 日 時

会場名 ・住所

行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

「コ ン ピュ ー タの 誤 算:ユ ーザ ー イ ンタ フ ェー ス」

・表 佑 太 郎(㈱ 大 林 組 技 術 研 究所)

「ス ーパ ー コ ン ピュ ー タ に よ る土 木 建 築 分野 の

数 値 シ ミュ レー シ ョン可 視 化 」

33名

約7万 円

㈲ 日本 システムハ ウス協会

通商産業省

情報関連 団体6団 体

平成元年10月18日(水)

サ ンシャイ ン 集会室

(豊 島区東池袋)

マイ クロエ レク トロニ クスに関す る講演会

110名

約560万 円

37.情 報化国際講演 ・討論会

・ 主 催 ㈱ 日本情報処理 開発協会
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・ 後

・ 協

援 通商産業省

賛 ㈲情 報サー ビス産業協会、 システム監査学会

・ 開 催 日 時 平成 元 年10月19日(木)

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

経団連会館 経団連 ホール

(千 代 田区大手 町)

テ ー マ 「ネ ッ ト ワ ー ク 社 会 と セ キ ュ リ テ ィ 」

講 師:ド ン ・パ ー カ ー(SRIイ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル)他4名

・ 参 加 人 数400名

・ 経 費 約710万 円

38.EDlの 現状 と展望

・ 主 催 ㈲ 日本情報通信振興協会

国際VAN㈱

開 催 日 時

会場名 ・住所

・ 行 事 内 容

平成元年10月3日(火)

霞が 関プラザ ホール

(千 代 田区霞が関)

10:00～16:20

基調講演 郵政省 データ通信課長 有富 寛一郎

講 師EDIINC社 長 ラル フW.ノ ト 他2名

(講 師3名 はいずれ も米国人)

・ 参 加 人 数120名
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・ 経 費 約330万 円

39.企 業 戦 略 と して の ロ ジ ス テ ィ ック スと情報 シ ステ ム

オー プ ンシ ス テム 革 命

・ 主

・ 後

催 ㈲ 日本船主協会

援 運輸省

・ 開 催 日 時 平 成 元年10月3日(火)13:00～17:00

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

日本海運倶楽部 大ホール

(千 代 田区平河 町 海運 ビル)

以 下 の テ ー マに よ る講 演 会 を 行 った 。

・ 「企 業 戦 略 と して の ロ ジ ステ ィ ック ス と情報 システ ム」

講 師:北 澤 博(三 菱 総 合 研 究 所 顧 問)

・ 「オ ー プ ン システ ム革 命 」

講 師:BillTotten(㈱ ア シス ト 代 表取 締 役社 長)

・ 参 加 人 数100名

・ 経 費 約70万 円

40.最 近のデータ通信 をめ ぐる諸 問題

・ 主 催 ㊥ 日本デー タ通信協会

・ 後 援 郵政省
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・ 協 賛 EDPユ ー ザ ー団 体 連 合会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月18日(水)14:00～16:00

・ 会場名 ・住所 安 田生命 ホール(新 宿区西新宿)

行 事 内 容 「最近 のデータ通 信をめ ぐる諸問題 」

郵政省 電気通信局 電気通信事業部

データ通信課長 有 冨 寛 一 郎

参 加 人 数370名

・ 経 費160万 円

41.'89日 本 情報 ・通 信 シス テム ユー ザ ー ズ コ ンベ ン シ ョン

・ 主 催 從 日本 デ ー タ ・プ ロセ シ ング協 会

(日 本 情 報 ・通 信 システ ム ・ユ ーザ ー機 構)

・ 後 援 通商産業省

・ 開 催 日 時 平 成 元 年9月25日(月)10:00～16:30

・ 会 場 名 ・住 所 日本海運倶楽部 国際会議場

(千 代田区平河 町 海運 ビル)

・ 行 事 内 容 基調講演

円卓会議

唐 津 一(東 海大学 教授)

「情報技術の発展 と産業情報化の今後」

松 岡 進 士 郎(㈱ 大林組理事 ・電子計算 セ ンター所長)

ほか現役の システム部門長14名
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・ 参 加 人 数190名

・ 経 費360万 円

42.NTT国 際 シ ンポ ジ ウム

・ 主 催 日本電信電話㈱

・ 開 催 日 時 平成元年10月20日(金)

・ 会場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

経団連会館 経団連 ホール

(千 代 田区大手 町)

テ ー マ 「通 信 シス テ ム に お け るAI技 術 の 応用 」

・講 演 な らびに 質 疑討 論

・展 示

・レセ プ シ ョン

・ 参 加 人 数350名

43.「DTP/LBP」 セ ミ ナ ー

・ 主 催 ㈲ 日本 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ ソ フ トウ ェア 協会

・ 開 催 日 時 平成元年10月12日(木)

・ 会場 名 ・住所 麹 町会館(千 代 田区平河町)

・ 行 事 内 容 DTP及 びLBPメ ー カ ーが 自社 製 品 の デ モ ンス トレー シ ョンを行 な

い、現 在 の ソ フ ト ・ハ ー ドが 可 能 にで き る印字 精 度 、 簡 易 印刷 にっ い

て 報 告 を行 な った。
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・ 参 加 人 数25名

・ 経 費20万 円

44.「 ハ イ パ ー テ キ ス ト」 セ ミ ナ ー

・ 主 催

・ 開 催 日 時

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

・ 経 費

㈲ 日本 パ ー ソナル コ ンピ ュー タ ソフ トウ ェア協 会

平 成 元 年10月31日(火)

麹 町会 館(千 代 田区 平河 町)

浜 野 保 樹(放 送 教 育 開発 セ ンター助 教 授)

「ハ イパ ー テ キス ト概 論 」

ト ロ イ ヘ ル ム(ア ッブルコンピズ タジャパン㈱)デ モ ンス トレー シ ョン

山 崎 俊 一(㈱ ジー ク 取 締 役 副社 長)

「ハ イパ ー テ キ ス トの テ クニ カ ル コ ンセ プ ト」

富士 ゼ ロ ックス㈱ デ モ ンス トレー シ ョン

45名

25万 円

45.「DV-1」 セ ミ ナ ー

主 催

開 催 日 時

会場名 ・住所

㈲ 日本 パ ー ソナル コ ン ピュ ー タ ソ フ トウ ェア協 会

平 成 元 年10月19日(木)

新 丸 ビル 会 議 室
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・ 行 事 内 容

(千代 田区丸の 内)

堀 内 道 夫(㈱ 新 学 社 常 務 取 締 役)

「DV-1概 論 」

山 崎 俊 一(㈱ ジー ク 取 締 役 副 社 長)

「DV-1の 可能 性 」

渡 辺 誠 一 郎(イ ンテ ル ジ ャパ ン㈱)デ モ ンス トレー シ ョン

・ 参 加 人 数20名

・ 経 費18万 円

46.「 ア ッ プ ルMacintoshの 日 本 語 環 境 」 セ ミ ナ ー

・ 主 催 ㈲ 日本 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ ソフ トウ ェア協 会

・ 開 催 日 時 平成元年10月6日(金)

・ 会場名 ・住所 麹町会館(千 代 田区平河町)

・ 行 事 内 容 Macintoshの シス テ ムモ ジ ュール 、漢 字Talk、 フ ォ ン ト、

FEPに 関 して 加 藤 光 彦(ア ップ ル コ ン ピュー タ ジ ャパ ン㈱)に よ り、

そ の構 成 にっ いて 説 明 を受 け、 山 下道 明(㈱ エ ル ゴ ソ フ ト)よ り、M

ac用FEP開 発 に つ いて 講 演 を 受 け た。

・ 参 加 人 数40名

・ 経 費25万 円

47.「PCESとCADソ フ トの 現 状 」 セ ミ ナ ー

・ 主 催 ㈲ 日 本 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ ェ ア 協 会
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開 催 日 時

会場 名 ・住所

行 事 内 容

・ 参 加 人 数

・ 経 費

平 成 元 年10月3日(火)

麹 町 会 館(千 代 田区平 河 町)

松 本 勉(㈱ ラ ン ド 代 表 取締 役)、 竹 原 司(デ ザ イ ン ・オ ー トメ

ー シ ョ ン㈱ 代表 取締 役 社 長)に よ り、 パ ー ソナルCAD用 標 準 デ ー

タ フ ォ ーマ ッ トPCESの 説 明 と普 及協 議 会 設 置 の案 内を 行 い、CA

Dメ ー カ ー2社 によ るデ モ ンス トレー シ ョンを行 な った。

32名

25万 円

48.高 度 情 報 化 社 会 と地 域 の情 報 化

ニ ュ ー メデ ィア ・コ ミュニ テ ィ構想 実 施

〔(財)ニュ ー メデ ィア 開 発 協 会 発 足

・ 主 催

・ 共 催

・ 開 催 日 時

会 場 名 ・住所

行 事 内 容

5周 年記念 シ ンポ ジウム 〕

(財)ニュー メ デ ィア開 発 協会

通 商 産 業 省

平 成 元 年10月31日(火)

パ レス ホテ ル チ ェ リール ー ム

(千 代 田区 丸 の 内)

基 調 講 演 山 本 幸 助(通 商 産 業 省機 械 情 報 産業 局 長)

「ニ ュー メ デ ィア ・コ ミュニ テ ィ構 想5周 年 を 迎 え て 」

特 別 講 演 牧 野 昇(三 菱 総 合研 究 所 会 長)

「情 報社 会 ・これ か らの10年 」

パ ネ ル デ ィ スカ ッシ ョ ン

「地 域情 報 化 の推 進 を 考 え る」
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パネラー 安

小

松

大

根

藤

澤

本

越

橋

哲

孝

正

郎(網 走市長)

郎(㈱ 横浜 ・神奈川総合情報センター 常務理事)

徹(米 子市長)

敬(東 京大学 教授)

人(⑭ ニ ューメデ ィア開発協会理事長)

・ 参 加 人 数200名

・ 経 費 約290万 円

49.法 と コ ン ピュー タ学会 研 究 会

・ 主 催 法 と コ ン ピ ュー タ学 会

・ 開 催 日 時 平成元年10月21日(土)

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

中央大学駿河台記念館

(千代田区神田駿河台)

・個 別 報 告

・シ ンポ ジ ウ ム 「パ ソ コ ンソフ トを め ぐる法 的 諸 問 題 」

・ 参 加 人 数100名

50.21世 紀の都市像 を考える

・ 主 催 日刊工 業新聞社

情報化未来都市構想推進協議会

・ 後 援 通商産業省 東京都、大阪府、愛知県、㈲経 済団体連合会、㈲関西経

済連合会、㈲ 中部経済団体連合会
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・ 開 催 日 時 平成 元年10月2日(月)

・ 会 場 名 ・住 所 東京会場

大阪 〃

名古屋 〃

科学技術館(千 代 田区北の丸公園)

大阪科学技術セ ンター(大 阪市 西区靭本 町)

愛知厚生年金会館(名 古屋市千種 区池 下町)

・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

通 信 衛 星 を使 用 し、 東 京 ・大 阪 ・名古 屋 の3会 場 を リア ル タ イ ムで結

び 、行 政 、 産業 界 、 学識 経 験 者 合計11名 に よ って 、 よ りよ い21世 紀

の都 市 創 りに つ いて 、 その 進 捗状 況 や課 題 、 将 来 へ 向 けて の 方 策 等 に

っ い て パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョンを 行 な った。

東京450名 大 阪250名 名 古 屋150名

合計850名

・ 参 加 人 数 東京450名

合 計850名

大 阪250名 名 古 屋150名

・ 経 費 約2,700万 円

51.港 湾倉庫 と情報化

物流 における情報 化の動 向

・ 主 催 ㈲ 日本倉庫協会

神奈川倉庫協会

・ 後 援 運輸省

・ 開 催 日 時 平成 元 年10月4日(水)13:00～16:00

・ 会場 名 ・住所 横浜商工会議所 会議室
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・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

(横 浜市 中区山下町)

盛 田 勲 武(三 菱倉庫㈱情報 システム部長)

「港湾倉庫 と情報化」

阿 部 節 彌(日 本 アイ ・ピー ・エム㈱ 営業推進担当次長)

「物流 におけ る情報化の動向」

100人

52.情 報 化 講 演 会

・ 主 催

・ 後 援

・ 開 催 日 時

・ 会場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

・ 経 費

(財)山梨21世 紀産業開発機構

山梨 県、山梨県 中小企業団体 中央会 、山梨県商工会連合会、山梨県商

工会議所連合会、働山梨県中小企 業振興 公社、 山梨県経営者協会、 山

梨県機械電子工業会

平成元年11月6日(月)

平安 閣(中 巨摩郡昭和 町)

水 谷 研 治(東 海 銀行常務取締役調査部長)

「これか らの 日本経済の企業経 営」

200人

582,000円

53.関 東 ・甲 信 越 ・静 ブ ロ ッ ク技 術 ・市 場 交 流 プ ラ ザ

・ 主 催 中 小 企 業 事 業 団

一78一



長野 県

・ 後 援 関東通商産業用、茨城県、栃木県、群馬 県、埼玉 県、千葉 県、東京都、

神奈川県 、新潟県、山梨県、静岡県、横浜市 、川 崎市 、⑭ 全国 中小企

業融合化 促進財団

協 賛 長野県商工会議所連合会、長野県 中小企業団体 中央会、長野県商工会

連合会 他

開 催 日 時 平成元年9月13日(水)～14日(木)

会場 名 ・住所 上山田文化会館(更 級郡上山田町)

圓 山 荘(〃)

行 事 内 容 基調講演(相 澤 進:セ イコーエプ ソン㈱ 代表取締役専務)

特別講演(石 井 甫:㈱ 西武百貨店商 品業務本部 取締役)

交流パーテ ィー

分科会

展示会 等

参 加 人 数385人

経 費145万 円

54.商 店街 の情 報化を考える

主 催 長野商工会議所

長野商店会連合会

共 催 ⑭ニ ューメデ ィア開発協会

長野市
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・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月6日(金)13:30～15:30

・ 会場 名 ・住 所 長野商工会議所 会議室

(長 野市七瀬 中町)

・ 行 事 内 容 講二演 テ ー マ:「 商 店街 とPOS、 カー ドの動 向 」

講 師:⑰ 流 通 シス テ ム開 発 セ ンター

常 務 理 事 浅 野 恭 右

・ 参 加 人 数110人

・ 経 費29万 円

55.企 業 における情報化戦 略、 中小企業における情報化

・ 主 催 ⑭長野県 中小企業振興公社 ㈱ 日本情報処理開発協会

長野 県、長野県中小企業情報 セ ンター

・ 後 援 長野 県商工会議所連合会、長野県 中小企業団体中央会、長野 県商工 会

連合会 、㈱長野経済研究所、長野 県中小企業後継者連絡会

・ 開 催 日 時 平成元年10月18日(水)

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

八十二別館4階 ホール

(長 野市岡田町)

・講 演 会

神.成 吉＼彦(北 関東花 王販売㈱ 代表取締役社長)

「企 業 にお け'る情 報 化 戦 略 」

・パ ネル デ ィス カ ッシ ョン

「中小 企 業 に お け る情 報 化 」
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パ ネ リス ト

コー デ ィ ネ ー タ ー

武 田

平 松

福 沢

古 畑

荒 井

芳

茂

恒

和

雄i(中 小企業庁 情報化企画調整官)

実(信 州大学経済学部 教授)

誠(⑭ 長野経済研究所 専務理事)

孝(㈱ 共立製作所 取締役社長)

雄(長 野経済開発研究所 所長)

・ 参 加 人 員200名

・ 経 費 約61万 円

56.〈 経 営 と技 術 〉

・ 主 催

・ 後

・ 協

国際 シンポ ジウムinTOYAMA'89

中小企業事業団、富 山県、富山市、富山商工会議所、富 山技術開発財

団、北 日本新聞社

援 通商産業省、中小企業庁、富山県市長会、富 山県町村会 、富山県商工

会議所連合会、富山県商工会連 合会 他

賛 北陸電力㈱、㈱北陸銀行、㈱富山第一銀行、

山一証券㈱ 他

日 本 ア イ ・ ピ ー ・エ ム ㈱ 、

・ 開 催 日 時 平成元年10月5日(木)～6日(金)

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

富 山第一 ホテル

(富 山市桜木町)

・基 調 講 演

・パ ネ ル デ ィスカ ッシ ョン

・テ ー マ別 セ ッシ ョ ン

・海 外投 資環 境 プ レゼ ンテ ー シ ョン

一81一



・ 参 加 人 数450人

・ 経 費5万 円

57.肋 富 山県産業情報 センター創立10年 記念式典及び講演会

・ 主 催

・ 開 催 日 時

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

・ 経 費

58.情 報 交 流 会

・ 主 催

・ 開 催 日 時

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

(財)富山県産業情報 セ ンター

平成元年10月25日(水)

富山県民会館 特別会議室

(富 山市新船 曲輪)

①10周 年記 念式典

②記念講演 会

講 師:飯 田 経 夫

演 題:「 今後 の 日本経済にっ いて」

200名

177万 円

⑭富山県産業情報 セ ンター

平成元年12月7日(木)

千里山荘(婦 負郡婦 中町)

1.工 場 見学(富 山富士通㈱)

2.講 演 会 演 題:「 倒産事例にみ る企業 防衛の あ り方」

講 師:㈱ 東京商工 リサーチ富 山支店長
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「

住 川 正 治

3.懇 親 会

・ 参 加 人 数50名

・ 経 費26万 円

59.組 立 自動 化国際会議

・ 主 催

・ 後

・ 協

第10回 組立 自動化国際会議実行委員会

㈲精密工学会

IFS

援 石川県、金沢市

賛 日本機械学会、 自動化推進協会、計測 自動制御学会、

ト工業会、 日本 ロボ ッ ト学会、 日本工 作機械工業会

日本産業 ロボ ッ

・ 開 催 日 時 平成元年10月23日(金)～25日(水)

・ 会 場 名 ・住 所 金沢市文化 ホール(金 沢市高岡町)

金沢ニ ューグラン ドホテル(金 沢市高岡町)

・ 行 事 内 容 ①地元産業界に対す る国際特別講演会

②世界の先端的組立 自動化技術等の発表(論 文51編)

③討論会

・ 参 加 人 数1 ,000名

・ 経 費3,249万 円
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60.本 県 における情報 ネ ッ トワー ク戦略

生 き残 りのための情報戦略

・ 主 催 働福井県中小企業情報 セ ンター

⑱福井県 中小企業産業 大学校

・ 開 催 日 時 平成元年10月25日(水)

・ 会 場 名 ・住所

・ 行 事 内 容

福井県中小企業産業大学校

(福井市下六条町)

末 定 宏 治(㈲ 福 井 県酒 ネ ッ トワ ー ク理事 長)

「本 県 に お け る情 報 ネ ッ トワー ク戦 略 」

佐 々 木 正(シ ャー プ㈱ 顧 問)

「生 き残 りの た めの 情 報戦 略 」

・ 参 加 人 数150名

・ 経 費 約110万 円

61.中 小 企 業情 報 化 フ ォー ラム'89

・ 主

・ 後

・ 協

催 中小企業事業団

㈱全国中小企業情報化促進 セ ンター

(財)岐阜県 シ ンクタンク

援 中小企業庁、 日本商工会議所、中部通商産業局、全国 中小企業団体 中

央会、岐阜県、全国商工会連合会、岐阜市

賛 岐阜県商工指導機関 ・団体等情報連 絡協議会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年9月28日(木)13:00～17:40
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・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

9月29日(金)10:00～16:00

岐阜 グ ラ ン ドホテ ル

(岐 阜市 長 良川 畔)

・基 調 講 演 「地 域VANと 中 小企 業 」

一情 報化 社 会 に お け る生 き残 り と発 展 第 一

鈴 木 秀 郎

(㈱ セ イ ノ ー情 報 サ ー ビス 代 表取 締 役 社 長)

・パ ネ ル デ ィスカ ッ シ ョン

・特 別 講 演 「90年 代世 界 経済 の行 方 と 日本 」

一繁 栄 を続 け る 日本 経 済 の 内憂 ・外 患 一

小 谷 研 治

(㈱ 東海 銀 行 常 務 取 締 役 調 査 部 長)

・全 国 中小 企 業 事 例発 表 会 一我 が 社 の 情 報 、 コ ン ピュー タ活 用 一

・併 設 個 別 相 談 ・指導 コーナ ー 、OA機 器 及 び ソフ トウ ェア展

示 ・実 演 コーナ ー、VTR放 映 コ ー ナ ー、SMIRS等

展 示 ・実演 コー ナ ー

923人

62.商 工会議所情報化 シンポ ジウム

・ 主 催 日本商工会議所

岐阜商工会議所
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・ 後 援 通 商産業省、岐阜県、岐阜市、岐阜県商工会議所連合会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月13日(金)10:00～17:30

・ 会 場 名 ・住 所 長良川 ホテル

(岐 阜市 長良志段字東山)

・ 行 事 内 容 基調講演

事例発表

パネルディスカッション

テーマ 「豊 か な情 報化 社 会 の 創 造 を め ざ して 」

NTTデ ータ通 信 ㈱ 代 表 取 締 役 社 長

藤 田 史 郎

昼 食(パ ソコン通 信 等 の デモンストレーションを 実施)

テーマ 「情 報 化 を 成功 さ せ る要 因 」

静 岡 県立 大 学 教 授 山 崎 充

テーマ 「製 造 業 にお け る情 報 処 理 」

東 海 理研 ㈱ 代 表 取締 役 社 長 山 田 由 博

休 憩(パ ソコン通信 等 の デモンストレーションを実 施)

テーマ 「豊 か な 情報 化 社 会 の創 造 を あ ざ して 」

一情 報 化 社 会 は生 活 を ど う変 え るか 一

くコーディネーター>NI+Cイ ンターナショナル㈱

代 表 取 締 役 社 長 中 山 隆 夫

〈パネラー〉 五十 音 順

㈱ セイノ情 報 サービス社 長 鈴 木 秀 郎

岐阜 流 通 センター㈱ 連 合 会 会 長 辻 正

中部 コンピズタ㈱ 会 長

仙 台商 工 会 議 所 常 務 理 事 津 嶋 秋 夫

日本航 空 ㈱ 国 際 旅 客 事 業 総 本部 西 田 直

営 業本 部 アクセスセンター課 長

㈱ 電 算 システム 社 長 宮 地 正 直

静 岡 県立 大 学 教 授 山 崎 充
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㈱ 西 部 クレジヲト常 務 取 締 役 林 野 宏

・ 参 加 人 数240人

・ 経 費535万 円

63.中 小企業 における情報化の進め方 と事例紹介

(女 性が語 る コンピュータ)

・ 主 催 岐阜県 中小企業団体中央会

・ 開 催 日 時 平成元年10月3日(火)

・ 会場 名 ・住所 長良川 ホテル(岐 阜市長良川畔)

・ 行 事 内 容 中小企業 の情報化推進の第一線で活躍中の女性SE4人 によ るパネル

デ ィスカ ッションを行な う。 コーディネーターは、働流通 システム開

発セ ンター 関川主任研究員と し、パネ ラーと して富士通㈱店舗 シス

テム部、 日本電気㈱、OA販 売 システム部、地元㈱電算 システムOA

システム部 か ら、 それぞれの現場指導 にお ける問題点及 び事例紹介を

行い、中小企業の情報化促進の参考資料を提供 した。

・ 参 加 人 数100名

・ 経 費30万 円

64.21世 紀 情 報 化 フ ォー ラムlNし ず お か

・ 主 催 静 岡 商 工 会 議 所 関東 通 商 産業 局 、静 岡 県 、静 岡 市 、

・ 後 援 働ニ ューメディア開発協会、㈱広域関東 圏産業活性化 セ ンター、㈲情

報 サー ビス産業協会、㈲静岡県商工会議所連 合会、静 岡県商工会連合
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会、㈱ 静岡県中小企業振興公社、静 岡県中小企業団体 中央会、静岡県

ソフ トウェア事業⑱ 、NTT静 岡支社 、静 岡特産工業協会、㈱横浜 ・

神 奈川 県総合情報セ ンター、朝 日新 聞社静岡支局、読売新聞社静岡支

局 、毎 日新 聞社静岡支局、 日本経済新聞社静岡支局、産経新 聞社静 岡

支局、 東京新聞社静 岡総局、中 日新聞社東海本社、 中部経済新 聞社静

岡支局 、静 岡新聞社、 日刊工 業新聞社静岡支局、 日本工業新 聞社静 岡

支局、NHK静 岡放送局、静 岡放送、 テ レビ静岡、静岡第一 テ レビ、

けんみん テ レビ

・ 協 賛 キ ャノ ン販 売㈱ 、静 岡銀 行㈱ 、 静 菱 コ ン ピュー タ㈱ 、㈱ 東 芝 、 日本 電

気 ㈱ 、 ㈱ 日立 製作 所 、 富士 通 ㈱ 、 ㈱ メ イテ ック、 三井 情 報 開 発 ㈱ 、 日

経 総 合 販 売 ㈱

・ 開 催 日 時 平成元年11月10日(金)

・ 会場名 ・住所 静 岡商工会議所会館(静 岡市黒金 町)

・ 行 事 内 容 (1)セ ミナー 「明 日の カ ギ を握 る知 的財 産 権 の課 題 」

「情 報 化 を バ ネ に世 界 に は ば た く」

(2)講 演 「21世紀 へ の ニ ュー バ リュー」

(3)パネルディスカッション 「新 しい ビジ ネ ス チ ャ ンスの 開拓 」

(4)情報 メデ ィア展(各 種 ニ ュ ー メデ ィア機 器 の 展示 と実 演)

⑤ ワー プ ロ教 室(ワ ープロ入 門 か ら実 践 まで 実 際 に操 作 しな が ら学 習)

・ 参 加 人 数1 ,200名(延 べ)

・ 経 費400万 円

65.ニ ュー オ フ ィス セ ミナ ー静 岡

・ 主 催 静 岡 商 工 会 議 所
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・ 後 援

・ 協 賛

開 催 日 時

会場名 ・住所

行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

66.行 政 管 理 セ ミナ ー

主 催

開 催 日 時

会 場 名 ・住 所

㈲ ニ ューオ フ ィス推 進協 議 会 、 静 岡県 、 静 岡 市 、静 岡事 務 機 器 販 売 事

業 協 同 組 合

㈱ イ トー キ、 ㈱ 岡村 製 作所 、 静 岡 リ コー、 大 成 建 設㈱ 、 日本 電 気 ㈱ 、

富士 ゼ ロ ッ クス㈱ 、 富 士通 ㈱

平 成 元 年10月24日(火)

静 岡商 工 会 議 所会 館(静 岡市 黒 金 町)

(1)セ ミナ ー 「ニ ュー オ フ ィス運 動 とオ フ ィス文 化 」

通商 産 業 省 生 活 産業 局 日用 品 課 長 田 中 映 男

(2)セ ミナ ー 「ニ ュー オ フ ィス の導 入 総 合 的 効 果 」

㈲ ス ピー チバ ル ー ン 代 表 取 締 役 小 山 裕 司

250名

35万 円

総務庁 中部管区行政監察局

平成元年10月26日(木)～27日(金)

名古屋合 同庁舎第2号 館 会議室

(名古屋市)

一89一



・ 行 事 内 容

講 演 名 講 師 名

"お 役 所 仕 事"お や!ま あ! 中日新聞論説主幹

あ ら っ! 小 柳 津 健

情 報 化 にお け る地 方 行政 の 名古屋私立大学経済学部教授

在 り方 牛 嶋 正

名古屋私立大学経済学部教授

変動期の経営
マ ル コ ム ・ ト レバ ー

NTT東 海支社

最近の電気通信事情 東海営業本部副本部長
井上一彦

愛知県立大学学長
市民参加 と行政の在 り方

横 越 英 一

・ 参 加 人 数120名

・ 経 費 約25万 円

67.科 学技術情報流通技術基準普及説 明会

・ 主 催 科学技術庁科学技術振興局

日本科学技術 情報 セ ンター

・ 開 催 日 時 平 成 元 年9月22日(金)10:00～17:00

・ 会 場 名 ・住 所 KKR名 古屋三 の丸

(名 古屋市 中区三 の丸)

・ 行 事 内 容 科学技術庁で は、科学技術情報の標準化 を促進す るため、科学技術情

報流通技術基準(SIST)を 制定 してい る。 この基準、基準案の普

及の ため、学協会、研究者、情報管理担当者を対 象に説明会を行 った。

・ 参 加 人 数128名

一90一



・ 経 費53万 円

68.コ ンピュータ応用事例研究発 表会

(中 部地域公設試験研究指導機 関)

・ 主 催 コンピュー タ応用技術協会

・ 後 援 中部通商産業局、名古屋工業技術試験所、富山県工業技術セ ンター、

石川県工業試験場、長野県精密工業試験場、長野県情報技術試験場 、

岐阜県工業技術セ ンター、三重県工業技術 セ ンター、愛知県工業技術

セ ンター、名古屋市工業研究所 、㈲情報処理学会 中部支部、㈱ 中部科

学 技術セ ンター

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月17日(火)9:30～16:30

・ 会場 名 ・住所

・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

名古屋 市民会館 第1会 議室
(名 古 屋市中区金山)

①半導体 レーザ による小型距離測定 システ ム
愛知 県工業技術セ ンター機械電子部 松 生 秀 正

② コンピュータ画像解析による織物欠点検 出 システム
三重 県工業技術セ ンター繊維部

③ハ イブ リッ ドIC回 路パ ター ンの欠陥検 出装置
石川 県工業試験場機械電子部

④IGESデ ー タに よ る質 感 表 現 シ ミュ レー シ ョン

岐阜 県 工 業技 術 セ ンタ ー技 術 振 興 部

⑤ フ レー ム に よ るフ ッ トワー クの 知 識 表 現 シ ステ ム

名古屋市工業研究所電子部

招待講演
講師

西 松 豊 典

中 野 幸

稲 葉 昭 夫

河 合 勝 司

マイクロマシニ ングとメカニ カルセ ンサ

㈱豊 田中央研究所研究第三部半導体 ・IC研 究室
杉 山

富山県工業技術セ ンター中央研究 所

⑦FMSシ ミュ レータによる レイア ウ ト設計
長野県精密工業試験場加工部

⑧簡易 な大気データ収集 システ ム
長野県情報技術試験場情報企画部

26名

進

⑥ マ イ ク ロ コ ンピュ ー タに よ るプ ラス チ ック歯車 用 か み あ い試 験 機

中 川 章
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・ 経 費60万 円

69.東 海 ・北 陸 ブ ロ ッ ク

・ 主 催

・ 後 援

開 催 日 時

会場名 ・住所

行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

技 術 ・市場交流プラザ

中小企業事業団

名古屋市

中部通商産業用、愛知県、三重県、 岐阜県、富 山県、石川県、働全 国

中小企業融合化促進財団

平成元年10月11日(水)～12日(木)

ホテルキ ャッスルプラザ(名 古屋市)

基調講演(民 秋 史 也:㈱ モルテ ン代表取締役)

分科会

交流パ ーテ ィー

展 示会

287名

145万 円

70.情 報を活かす街づ くり

コンピュー タ機器展示会 併催

・ 主 催 瀬戸商工会議所

㈱ 日本情報処理開発協会

・ 後 援 瀬戸市
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・ 開 催 日 時

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

平 成 元 年10月20日(金)

(展 示 会:9:00～16:00)

瀬戸市役所 会議室

(瀬 戸市追分町)

・講 演 会

・展 示会

・ 参 加 人 数150名

・ 経 費 約65万 円

10:00～11:00

近 藤 成 二 郎

(日 本 ユ ニ シス㈱ 中部 支 社 ソ フ トウ ェ ア技 術 部 長)

「情 報 を活 かす 街 づ くり

一 コ ン ピュ ー タ利 用技 術 の 現状 と今 後 の 動 向 一」

パ ー ソナ ル コ ン ピュ ー タ展 示 実 演 、CAIシ ス テ ムの 展

示実 演 、 コ ン ピュ ー タ グラ フ ィ ックス、 ビデ オ テ ック ス

シス テ ム 他

71.高 度 情 報 化 女 性 セ ミナ ー

・ 主

・ 協

催 三重県高度情報化推進協議会

賛 名張市

・ 開 催 日 時 平 成 元年10月20日(金)

・ 会 場 名 ・住 所 名張 シテ ィホテ ル

(名 張市 丸 ノ内)

・ 行 事 内 容 基 調 講 演 音 田 昌 子(読 売新聞社編集局婦 人部 次長)
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「暮 ら し い きい き わ くわ く」

パネルディス加 ション 大 手 美 知 恵(東 海 ラ ジオ ア ナ ウ ンサ ー)外2名

「自分 流 情 報 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン」

・ 参 加 人 数150名

・ 経 費 約45万 円

72.近 畿 ブ ロック 技術 ・市場交流プ ラザ

・ 主 催 中小企業事業団

滋賀県

・ 後 援 近畿通商産業局、福井 県、奈 良県、京都府、大阪府、兵庫 県、和歌山

県、京都市、大 阪市 、神戸市、働全国中小企業融合化促進 財団 他

・ 開 催 日 時 平成元年10月20日(金)

・ 会場名 ・住所 琵琶湖ホテル(大 津市)

・ 行 事 内 容 基調講演(森 谷正規

分科会

交流パ ーテ ィー

展示会 等

技術評論家)

・ 参 加 人 数343名

・ 経 費145万 円
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73.情 報 社 会 を生 き る … … これ か らの丹後

・ 主

・ 後

催 ㈲ システム科学研究所

(財)丹後地 域地場産業振興セ ンター

京都 高度情報化推進 協議会

援 近畿通商産業局、京都府

・ 開 催 日 時 平成元年10月7日(土)～8日(日)

・ 会 場 名 ・住所 ア ミテ ィ丹 後

(竹 野郡網野町)

・ 行 事 内 容 講二演 会

展 示

・ 参 加 人 数500名

・ 経 費 約232万 円

小 松 左 京 「これ か らの丹 後 」

植 田 雅 晴 「ハ イ ビ ジ ョ ンの 仕組 み と活 用 」

ハ イ ビ ジ ョン パ ソ コ ン、 ワー プ ロ等

74.行 政 管 理 セ ミナ ー

・ 主 催 総務庁 近畿管区行政監察局

・ 開 催 日 時 平成元年11月9日(木)～10日(金)

・ 会 場 名 ・住所 公立学校共済組合 「なにわ会館 」

(大 阪市)
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・ 行 事 内 容

講 演 名 講 師 名

国と地方の制度改革 について

～経済界か らの提言 を中心に～

関西経済連合会企画調査部長

小 島 勝 利

都市再開発への提言

～大阪 を中心 と して～

大阪大学工学部 助教授

鳴 海 邦 碩

先端技術 開発の現状 と課題

～技術 革新 と社会生活～

大阪大学工学部 教授

荻 野 和 己

ジ ャー ナ リス トか らの 行 政 への 提 言

朝日新聞社大阪本社
論説副主幹

田 中 豊 蔵

地域活性化 のための企画 と実施
同志社大学法学部 教授

君 村 昌

組織の活性化方策

～燃え る集団づ くり～

㈱大丸 常務取締役

秋 沢 三 夫

・ 参 加 人 数120名

・ 経 費 約50万 円

75.医 療 に お け る パ ソ]ン 通 信 シ ンポ ジ ウム

・ 主 催 ⑭ 医 療 情 報 シス テ ム開 発 セ ンタ ー

メ デ ィカル ・マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ ・ク ラブ

日本 医 療 情 報 学 会 パ ソ コ ン通信 研 究 会

・ 開 催 日 時 平 成 元年10月28日(土)13:30～16:30

・ 会 場 名 ・住 所 大阪科学技術セ ンター

(大 阪市西区靭 本町)

・ 行 事 内 容 パ ソ コ ン通 信 の 医 療 応 用 につ い て、 講 演 や パ ネ ル デ ィス カ ッ ショ ンを

行 った。
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・ 参 加 人 数100名

・ 経 費50万 円

76.ハ イ グ レー ド製 品 開 発 と生 産 シス テム の高 度 化 を め ざ して

・ 主 催 ㈱ 大 阪科 学 技 術 セ ンター

・ 後 援 通商産業省、大阪商工会議所、㈲ 大阪工業会、大阪府 中小企業 団体 中

央会、大阪府機械金属協会、⑱ 関西情報 セ ンター、㈲ 関西電子工 業振

興セ ンター、 システム制御情報学会

・ 協 賛 ㈱ 大塚 商 会 、 キ ャダ ム シス テ ム㈱ 、 久 保 田鉄 工 ㈱ 、㈱ ケ ー ・エ ス ・エ

ス 、㈱ コム システ ム、 シ ャー プ㈱ 、 セ イ コー 電 子工 業 ㈱ 、 立 石電 機 ㈱ 、

㈱ 東 芝、 日本 ユ ニ シス㈱ 、 ㈱ 日立 製 作 所 、 丸 紅 ハ イ テ ッ ク㈱ 、三 菱 電

機㈱ 、武 藤 工 業㈱

・ 開 催 日 時 平 成 元年10月18日(水)～20日(金)

・ 会 場 名 ・住 所 大阪科学技術セ ンター

(大 阪市西区靭本町)

・ 参 加 人 数 延1 ,590名

・ 経 費 約230万 円

77.明 日の先端技術を担 う高機能高収益材料 をいかに生 み出すか

その創造的発想 と革新的手法

・ 主 催 ㈲大阪工研協会

・ 後 援 大阪市工業研究所
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・ 協 賛 日本化学会近畿支部、㈲近畿化学協会・有機合成化学協会関西支部

・ 開 催 日 時 平成元年10月24日(火)～25日(水)

・ 会 場 名 ・住 所 大阪市立工業研究所 大講堂

(大阪市城東区森之宮)

・ 行 事 内 容 水 野 卓 巳(大 阪市立工業研 究所研究員)

「イオ ウ 一 一酸化 炭素系 によるフ ァイ ンケ ミカルズの新合成反応 」

吉 田 善 一(京 都大学名誉教授)

「これか らの先端機能材料」

など2日 間で10テ ーマの講演。

・ 参 加 人 数50名

・ 経 費 約120万 円

78.コ ン ピ ュー タ ワ ー ル ド'89

・ 主 催 働 関 西 情 報 セ ンター 、 大 阪府 、 大 阪市

・ 後

・ 揚

接 通商産業省

賛 ㈲情報処理学会、働新世代 コンピュータ技術 開発機構、㈱ 日本情報処

理開発協 会、ICOT-JIPDECAIセ ンター、㈲情報サー ビ

ス産 業協会 、㈲電 気学会 関西支部 、㈲電子情 報通 信学会関西支部、

㈲ テ レビジ ョン学会関西支部、㈲関西経済連合会、大阪商工会議所、

㈲大阪工業会、働 大阪国際交流セ ンター

・ 開 催 日 時 平成元年9月27日(水)～29日(金)
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「

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

・ 参 加 者 数

・ 経 費

大 阪 国 際交 流 セ ンタ ー

(大 阪 市 天 王 寺 区上 本 町)

AI技 術 の産 業 へ の利 用促 進 を 目的 と した国 際 シ ンポ ジウム と展 示 会 。

本 年 度 は マ ル チ メ デ ィア と ヒュー マ ンイ ンタ フ ェー ス をテ ー マに 開 催 。

(1)シ ンポ ジウ ム 講 演3件(内 海 外1件)

発 表33件(内 海 外11件)

(2)展示 会18社31小 間

(1)シ ンポ ジウ ム430名

(2)展示 会1,647名

4,023万 円

79.lBlS第2次 運用実験開始記念式及び講演会

主 催

開 催 日 時

会場名 ・住所

行 事 内 容

参 加 人 数

基盤情報 システム開発㈱

大阪市

船場卸情報化推進協議会

平成元年10月17日(火)14:00～17:00

大阪商工会議所

(大 阪市 中央区本町橋)

① 講演会 「情報化は今が勝負」

鐘紡繊維美術館
.館 長 佐 野 正 男

②第2次 運用開始記念式 稼働端末250台

講演会110名

記念式50名
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経 費 約20万 円

80.SEMINARWEEK'890SAKA

主 催 ㈲ 情 報 サ ー ビス産業 協 会

共 催 ㈱ 日本 情 報 処 理 開発 協 会 中央 情 報 教 育 研 究 所

開 催 日 時 平 成 元 年10月18日(水)～20日(金)9:30～16:30

会 場 名 ・住所(財)大 阪科 学 技 術 セ ンター

(大 阪市 西 区)

行 事 内 容3日 間 にわ た り、技 術研 修 セ ミナ ー6講 座 を 開催 した。

参 加 人 数410名(3日 間計)

経 費 約500万 円

81.OA賞 受 賞記 念 講 演 会

・ 主 催 ㈲ 日本 オ フ ィスオ ー トメ ー シ ョ ン協 会

・ 開 催 日 時 平 成 元年10月19日(木)～20日(金)9:10～17:20

・ 会場 名 ・住 所 ホ テ ル 阪 神

(大 阪 市 北 区 梅 田)

・ 行 事 内 容OA化 実 践 に優 れ た成 果 を挙 げ、 平 成 元 年度 にOA賞 を受 賞 した企 業

よ り、 実 戦 的 なOA化 事 例 を学 ぶ 。
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・ 参 加 人 数110名

・ 経 費 約180万 円

82.Al応 用事例紹介

－Al利 用 で変わ る各技術分野の現状一

・ 主 催 ㈲ 日本技術士会近畿支部

近畿情報処理技術士会

・ 協 賛 ㈲ 日本技術士会近畿支部CAD/CAMシ ステム研 究会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月28日(土)13:00～17:00

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

大阪科学技術セ ンター

(大 阪市西区靭本町)

AI(エ キ スパ ー トシステ ム)の 実 務 経 験 に基 づ い た 、AI適 用 化 の

手 順 説 明、 並 び に、 ① 農 業 、② 土 木 ・建 設 、③ 設計 ・生 産 の 各 分 野 に

お け る事 例 紹 介 を行 った。

・ 参 加 人 数80名

・ 経 費80万 円

83.電 子 工 業技 術 大会

・ 主 催 ㈲ 日本電子機械工業会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月19日(木)～21日(土)
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・ 会 場 名 ・住 所 イ ンデ ックス大阪セ ンター ビル

(大阪市住之江 区南港北)

・ 行 事 内 容 大 会 テ ー マ 「エ レク トロニ ク ス技 術 の展 望 と国 際化 」

特 別 講 演 堀 内 司 朗(松 下 電 器 産 業㈱ 取締 役)

「超LSI技 術 の 展 望 」

他8っ の セ ッシ ョン

・ 参 加 人 数1,368名

・ 経 費800万 円

84.実 務者のため の特許情報説明会

・ 主 催 ㈱ 日本特許情報機構

・ 協 力 ㈲発明協会 大阪支部

・ 開 催 日 時 平成元年10月3日(火)

・ 会場 名 ・住 所 大阪科学技術情報 セ ンター

(大 阪市西区靱本 町)

・ 行 事 内 容 講演会:特 許 出願手続 きの電子化について講 演を行 な うとと もに、 当

財団の電子 出願端末 システ ムの開発状況、将来展望 について

説明。

実演会:CD-ROMに よ る特許情報の利用及 び電子出願端 末 システ

ムの実演。

・ 参 加 人 数151名
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・ 経 費 約131万 円

85.パ ソ コ ン講 座

主 催

開 催 日 時

会場 名.住 所

・ 行 事 内 容

参 加 人 数

経 費

出雲 商 工 会 議 所

平 成 元 年9月19日(火)～11月21日(火)18:00～20:00

出雲 市 西 高 等学 校

(出 雲 市 下 古志 町)

BASIC言 語 に よ る実 務 的 な事 務 処 理 に必 要 な プ ログ ラ ミ ングの 基

礎 講 座 。

30人

120万 円

86.コ ン ピ ュー タ実務 研 修

・ 主 催

開 催 日 時

会場名 ・住所

行 事 内 容

大 田商工会議所

大 田市

NTT石 見大 田支店

大田地区電信電話 ユーザ協会

平成元年10月22日(日)

島根県中央地域職業訓練 セ ンター

パ ソコン通信の実務
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・ 参 加 人 員60人

・ 経 費10万 円

87.情 報 を戦 略 としてどう活用す るか

中小企業情報 システムの活用について

・ 主

・ 後

・ 協

健 側)島根県中小企業振興公社 中小企業情報 セ ンター

働 日本情報処理 開発協会

援 中国通商産業局、島根県

賛 中小企業事業団

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月5日(木)13:30～17:00

・ 会場名 ・住所 ホテル宍道湖(松 江 市西嫁 島町)

・ 行 事 内 容 長 谷 川 肇(経 営評論家)

「情報 を戦略 として ど う活用す るか」

黒 沢 好 通(中 小企業事業団情報調査部情報サー ビス課 長)

「中小企業情報 システムの活用 について 」

・ 参 加 人 数95名

・ 経

(中 小 企 業事 業 団 デ ー タベ ー ス"ス マ イ ル ス"のオ ンライ ン情 報 検 索実 演 を併 せ 実施)

費 約81万 円
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88.パ ソ コ ン 教 室

・ 主 催 宍道町商工会

・ 開 催 日 時 平 成 元年10月6日(金)～31日(火)

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

宍道 町商工会館 婦人部研修室

(八 束郡 宍道町)

下 記 の4コ ー スを併 設 し、 各 々7日 間 、各21時 間 つ つ指 導(計84時 間)

① パ ソ コ ン経 理教室(経 理)

② ロー タス1-2-3コ ー ス(表 集 計)

③TheCARD3コ ー ス(デ ー タベ ー ス)

④ 一 太 郎 コー ス(ワ ー プ ロ)

・ 参 加 人 数24名

・ 経 費 約10万 円

89.あ ふ れ る情 報 、 そ の 生 か し方

・ 主

・ 後

催 (財)中国地域技術振興 セ ンター

大 田市

大 田商工会議所

援 ㈲ ニ ュー メ デ ィア開発 協 会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月21日(土)13:00～15:00

・ 会 場 名 ・住 所 島根 県中央地域職業訓練 セ ンター

(大 田市大 田町)
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・ 行 事 内 容 田 中 康 夫(大 阪市立大学工学部助手)

「あふれ る情報、その生 か し方 一ここまで きた地域 の情報化」

・ 参 加 人 数95人

・ 経 費10万 円

90.児 島地域情報化推進講演会

・ 主 催(財)岡 山県 中小企業研修情報 セ ンター

㈱ 中国地域技術振興 セ ンター

・ 後 援 児島商工会議所

・ 開 催 日 時 平 成 元年10月23日(月)13:00～16:00

・ 会 場 名 ・住所 児島商工会議所 大会議室

(倉敷市児島味野)

・ 行 事 内 容 吉 田 寛(流 通科学大学流通学科 教授)

主 題

副 題

児 島 地域 情 報 化 の基 盤 造 りの た め に

地 域 情報 化 の 考 え方 と取 組 み の方 法 につ いて

岡 山 ネ ッ トワ ー ク通 信 シス テ ム、 デモンス}レーション

・ 参 加 人 数70名

・ 経 費 約22万 円

91.金 属系新素材の開発の現況 と試験評価

・ 主 催 ㈲山陽技術振興会
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倉敷商工会議所

岡山県新技術振興財団

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月11日(水)13:30～16:30

・ 会場名 ・住所 倉敷商工会議所 会議室(倉 敷市 白楽町)

行 事 内 容 古河 電気工業㈱研究開発本部 根岸技 師長をお招 きし、 「金属系新 素

材 の開発の現況 と試験評価」について、工業技 術院材料規格課で昨年

1年 間 にわた りあ らゆ る角度か ら検討 された概要 を、 その検討 メ ンバ

ーの1人 であ る根岸技師長よ り伺 った
。

・ 参 加 人 数60名

・ 経 費 約30万 円

92.中 国ブ ロック技術 ・市場交流 プラザ

・ 主 催 中小企業事業団

広島県

・ 後 援 中国通商産業局、鳥取県、 島根県、岡山県、山 口県、広島県、働全 国

中小企業融合化促進財団

・ 開 催 日 時 平成元年9月21日(木)～22日(金)

・ 会場名 ・住所 広島県情報プ ラザ(広 島市)

・ 行 事 内 容 基調講演 嶋 本 久 寿 弥 太 働 日本科学振興財団 理事

〔嶋本国際特許事務所 所長

分 科 会

交 流 パ ー テ ィー
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展 示 会 他

参 加 人 数321名

経 費145万 円

93.こ れ か らの情 報 技 術

・ 主 催 ⑭ 中国 地 域 技 術 振 興 セ ンタ ー

㈲ 広 島県 情 報 産 業 協 会

後 援(財)ニ ュー メデ ィア 開発 協 会

協 賛 広 島 県 、 広 島 市 、 広 島商 工 会議 所

開 催 日 時 平 成 元 年10月27日(金)10:00～12:00

会 場 名 ・住 所 広 島 県情 報 プ ラザ

(広 島 市 中 区 千 田 町)

・ 行 事 内 容 渕 一 博(ICOT研 究 所 所 長)

「これ か らの情 報 技 術 と新 世 代 コ ン ピュ ー タ 」

参 加 人 数95人

経 費8万 円

94.情 報 活 用 で積 極 経 営

・ 主 催(財)中 国地 域 技 術 振興 セ ンター

広 島 商 工 会 議 所

・ 後 援 ⑭ ニ ュー メ デ ィア開 発協 会
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・ 開 催 日 時 平 成 元 年11月1日(水)13:30～16:00

・ 会 場 名 ・住 所 広 島商工会議所

(広 島市 中区基町)

・ 行 事 内 容 沼 本 康 明(日 本 電気 ㈱ 第2流 通 サービスシステム事 業 部 業 務 部 長 代理)

「情 報 活 用 で 積 極 経 営 －POS .VANカ ー ドビ ジネ スの 最 新 動 向 」

・ 参 加 人 数55人

・ 経 費10万 円

95.パ ソ コ ン講 習 会

・ 主 催 働広島県産業技術振興機構 広島県産業情報 セ ンター

・ 開 催 日 時 平 成 元年10月18日(水)10:00～16:00

・ 会 場 名 ・住所

・ 業 務 内 容

広島県情報 プラザ 特別会議室

(広 島市 中区千 田町)

これ か らパ ソ コ ンを 導 入す る企 業 の経 営 者 、 管 理 者 向 け に行 っ た。

1.パ ソ コ ンが いか に便利 で 、 簡 単 に使 え るか をOHP教 材 で 解 説

2.マ シ ン実 習(売 り上 げ管 理 の シ ュ ミレー シ ョ ン、 顧 客 ・売 り上 げ

管理 の活 用 等)

・ 参 加 人 数11名

・ 経 費 約4万 円
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96.新 規事業 開発 ・多角経営計画のすす め方

・ 主 催 ㊥広 島県産業技術振興機構 広島県産業情報 セ ンター

・ 後 援 中国通商産業局、広 島県、広 島県商工会議所、広島県 中小企業団体 中央

会、広島県商工会連合会、⑭ 日本 テ クノマー ト広島支部

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月17日(火)13:15～17:00

・ 会 場 名 ・住 所 八丁堀 シャンテ

(広 島市 中区八丁堀)

・ 行 事 内 容 基調講演 講 師 石 見 潔(㈱ リミオ ン 代表取締役)

テーマ 「ユーザ ーニ ーズと発想」

パネルデ ィスカ ッシ ョン

パネ ラー 迫 田 勲(大 東通商㈱ 取締役)

兼 安 俊 介(日 本 たば こ産業㈱広島工場専任調査役)

山 本 潔(日 本電信電話㈱ 中国支社経営 管理部長)

印 藤 哲 夫(マ ツダ㈱第一事 業開発室課長)

コーディネーター 大 矢 嘉 雄(㈱ 日刊 工業新聞社中国支社編 集部長)

テーマ 「我が社の新規事業 開発の対応 」

・ 参 加 人 数102名

・ 経 費 約36万 円

97.こ れ か らの 情報 技 術

・ 主 催 シンポ ジウム広 島'89「 これか らの情報技術 」実行委 員会

(広 島県、広島商工会議所、側)中国地域産業活性化セ ンター、働 中国

地域技術振興セ ンター、働広 島県産業技術振興機構、㈲広 島県情報産

業協会)
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・ 後 援 中国通商産業局、NTT中 国、㈲広島県産業振興公社

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月27日(金)10:00～19:00

・ 会 場 名 ・住 所 広島県情報 プラザ

(広 島市中区千田町)

行 事 内 容 講 演 「これ か らの 情 報 技 術 と新 世 代 コ ンピ ュ ー タ」

「カ ー エ レ ク トロニ クスの技 術 動 向 」

「ロボ ッ トハ ン ドと義 手 」

「マ ル チ メ デ ィア通 信 の動 向 」

「Σプ ロ ジ ェ ク トと情 報 技術 」

パ ネル デ ィスカ ッ シ ョン

「Σを ど う活 用 す るか 」

・ 参 加 人 数876人

・ 経 費1,600千 円

98.中 小企業経 営のための経営戦略セミナー

・ 主 催 中小企業事業団中小企業研究所

(財)山口県産業技術 開発機構 山口県商工情報セ ンター

・ 開 催 日 時 平成元年10月26日(木)

・ 会 場 名 ・住 所 山口県 グラ ン ドホテル

(吉 敷郡小郡町黄金)

・ 行 事 内 容 講演会 中小企業の市場 開発の進め方
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中小 企 業 と情 報 ネ ッ トワー ク

・ 参 加 人 数46人

・ 経 費 中 小企 業 事 業 団 の 金額 負 担

99.経 営者 能 力 開発 講 座

・ 主 催 ㈱ 山 口県産 業 技 術 開 発 機 構

㈱ 周 南 地域 地 場 産 業 振 興 セ ンタ ー

・ 開 催 日 時 平成 元 年10月13日(金)13:00～15:00

・ 会 場 名 ・住 所 ㈱ 周南 地 域 地 場 産 業 振 興 セ ンタ ー

(徳 山市 大 字 粟 屋)

・ 行 事 内 容 講演 会

テ ー マ 「新 製 品 ・新 技術 開発 の 具 体 的事 例 」

講 師 長 崎 先端 機 器 開 発協 同組 合

理 事 長 黒 川 道 夫

・ 参 加 人 数18名

・ 経 費 約15万 円

100.ニ ュー メ デ ィ ア講 習会

・ 主 催 山 口県 商工 会 連 合 会

● 開 催 日 時 平 成元 年9月1旧(金)・14日(木)

.

・ 会 場 名 ・住 所 山 口県美 弥市 商 工 会 会 議 室
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(秋 穂町公民館)

・ 行 事 内 容 パ ソコ ン通 信入門(基 礎理論 と実演)

・ 参 加 人 員35人

・ 経 費 約3万 円(資 料代のみ)

101.企 業 にお ける研究 の位置づ け:今 、何が トレンデ ィなのか

・ 主 催 山口大学工学部

山口大学工学部創立50周 年記念事業会

・ 共

・ 協

催 働山口県産業技術開発機構

賛 山 口県、山 口県教育委員会、宇 部市、山口県経営者協会、山 口県商工

会議所連合会、常磐工業会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年11月2日(木)13:30～17:00

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

山 ログラン ドホテル

(吉 敷郡小郡町)

講演会(講 演題 目、講演者)

1.民 間 と大学の協力について

文部省学術国際局研究助 成課研究協力室 長 六 車 正 章

2.企 業における研究の役割

宇 部興産㈱常務取締役研 究開発本部長 梅 村 純 郎

3.企 業における基礎研究のあ り方

IBMチ ュー リッヒ研究 所H.Rohrer博 士
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・ 参 加 人 数150名

・ 経 費60万 円

102.市 民講 演会

(山 口大学工学部創立50周 年記念)

・ 主 催 山 口大学工学部

山 口大学工学部創立50周 年記念事業会

・ 共 催 宇部市

・ 協 賛 山口県、山 口県教育委 員会、⑭ 山口県産業技術開発機構、宇部市教育

委員会、山 口県経営者協会、山口県商工会議所連合会、宇部商工会議

所、常磐工業会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年11月3日(金)16:00～18:00

・ 会 場 名 ・住 所 宇部市文化会館

(宇部市朝 日町)

・ 行 事 内 容 講 演 会

1.「 ミク ロ に"も の"を み る 一 ロー ラ ー博 士 の紹 介 をか ねて 一 」

山 口大 学 工 学 部教 授 末 岡 修

2.「 独 創 性 の あ る人 を育 て るに は 一子 供 の環 境 一」

IBMチ ュ ー リ ッヒ研 究 所H.Rohrer博 士

・ 参 加 人 数500名

・ 経 費38万 円
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103.特 別記念講習会

(山 口大学工学部創立50周 年記念)

・ 主 催 山 口大学工学部

山 口大学工学部創立50周 年記念事業会

・ 共

・ 協

催 ㈱山口県産業技術開発機構

宇部市

賛 山 口県、山口県教育委員会、宇部市教育委員会、山口県経営者協会、

山口県商工会議所連合会、宇部商工会議所、常磐工 業会

・ 開 催 日 時 平 成 元年11月4日(土)14:30～16:00

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

・ 経

宇部渡辺翁記念会館

(宇 部市朝 日町)

講演 会 演 題 「日本 の先端技術 と将来」

講 師 東北大学教授 西 澤 潤

1,500名

費70万 円

104.情 報戦 略化 と してのPOSシ ステムの構築

・ 主 催 徳 島県、徳 島県中小企業情報 セ ンター、徳島県中小企業団体中央会、

徳 島県企業経営研究会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年11月6日

10:00～17:00

(月)～16日(木)

一115一



・ 会場 名 ・住所 眉 山会館(徳 島市住吉)

・ 行 事 内 容11月6日(月)

11月7日(火)

11月8日(水)

11月13日(月)

成 功す るPOSシ ステ ム の導 入法

小林 勇治(㈱ エ ム ・シー ・ジー代 表 取締 役)

POSシ ス テ ムの 仕 組 み と機 器

小 林 勇治(㈱ エ ム ・シ ー ・ジー代表 取 締 役)

小売 ・卸 売 業 の情 報 化 の 現 状 と動 向

吉 岡 洋 一(㈱ 流 通 シス テ ム総 合 センター代 表 取締 役)

POS実 習

小林 勇 治(㈱ エ ム ・シー ・ジー代 表 取締 役)

11月14日(火)顧 客 管理 シス テ ム

小林 勇治(㈱ エ ム ・シ ー ・ジー代 表 取 締役)

11月16日(木)情 報武装化で環境変化への対応を

・ 参 加 人 数21名

・ 経 費112万 円

山 中 義昭(㈱ エ ム ・ワ イ ・エ フ研 究 所 代 表取 締 役)

105.四 国 ブ ロ ック技 術 ・市場 交流 プ ラ ザ

・ 主

・ 後

催

援

中小企業事業団

香川県

四国通商産業局、徳島県、愛媛県、高知県、㈲ 全国中小企業融合化促

進財 団

・ 開 催 日 時 平成元年10月24日(火)～25日(水)

・ 会場名 ・住所 香川厚生年金会館(高 松市)
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・ 行 事 内 容 基調講演(山 崎

分科会

交 流パー テ ィー

充 静岡県立大学 教授)

・ 参 加 人 数150名

・ 経
費145万 円

106.情 報化講演会

・ 主 催 ⑱愛媛県 中小企業情報セ ンター

八幡浜商工会議所

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月6日(金)13:30～15:30

・ 会場 名 ・住 所
八幡浜商工 会議所 大ホール

(八 幡浜市 田中町)

・ 行 事 内 容 佐 藤 良 明 曝 欝 萎乳 離 業OAシ ステムセンター)

「情報化の現状 と経営戦略」

●

・ 参 加 人 数31名

・ 経
費 約12万 円

107.21世 紀への道 一高度 情報化 と地域社会 一

全 国的な技術情報 システム等の活用

各情報 システムのオ ンライ ン情報検索

・ 主 催 働 四国産業 ・技術振興セ ンター

働 日本情報 処理 開発協会
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・ 後 援 四国通商産業局、愛媛県、四国経済連合会 、四国生産性本部

・ 協 賛 中小企業事業団、㈱ 日本特許情報 機構、㈲ 日本科学技術情報 セ ンター

四国支所 、⑱愛媛県中小企業情報 セ ンター

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月5日(木)10:20～17:00

・ 会 場 名 ・住 所 松 山 市 総 合 コ ミュニ テ ィセ ンター

(松 山市 湊 町)

大会議室

・ 行 事 内 容 関 本 忠 弘(日 本電気㈱ 社 長)
「21世紀への道 一高度情報化 と地域社会 一」

横 谷 直 樹(中 小企業事業 団 情報調査部調査役)

古 川 靖(働 日本特許情報機構サ ー ビス部管理課長)

市 野 瀬 定 正(㈲ 日本科学技術情報 セ ンター四国支所長)

「全国的な技術情報 システム等(SMIRS、PATOLIS、JOIS)の

活用講演 とオ ンライン情報検索 の公開実習」

・ 参 加 人 数346名

・ 経 費 約70万 円

108.荷 主物 流 セ ミナ ー

・ 主 催 ㊨ 長 崎 県 トラ ック協会

㈲ 全 日本 トラ ック協 会

・ 後 援 九州運輸局長崎陸運支局

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月24日(火)14:00～16:30

・ 会 場 名 ・住所 長崎厚生年金会館

(長 崎市 茂里町)
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・ 行 事 内 容 日通総研 森田 稔専務

「21世紀を睨んだ物流戦略」

'参 加 人 数 竃 欝::1}
1・・名

経 費120万 円

109.九 州 ・沖縄 ブ ロック 技術 ・市場交流 プラザ

主 催 中小企業事業団

大分県

・ 後 援 九州通商産業局 、沖縄総合事務局、福 岡県、佐賀県 、長 崎県、熊本県、

宮崎県、鹿児島県、沖縄県、北九州市 、福 岡市、大分市、⑭全国中小

企業融合化促進財 団

・ 開 催 日 時 平成元年11月30日(木)～12月1日(金)

・ 会場名 ・住所 トキハ会館(大 分市)

小田急セ ンチュ リー大分(大 分市)

・ 行 事 内 容 講演会 講演者:平 松 守 彦(大 分県知事)

山 川 烈(九 州工業大学教授)

分科会

交流パ ーテ ィー

・ 参 加 人 数404名

・ 経 費145万 円
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110.か ご し ま ソ フ ト ウ ェ ア セ ミ ナ ー

・ 主 催 ㈲ 鹿児島県産業技術振興協会

(財)日本情報処理開発協会

㈲ 鹿児島県 ソフ トウ ェア振興協会

・ 後 援 九州通商産業用、鹿児島県、鹿 児島県市長会、鹿児島県町村会、鹿 児

島県ニ ューメディアモデル地域施 策推進連絡会、鹿児島県商工会議所

連合会

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月26日(木)10:00～17:00

・ 会場名 ・住所 城山会館(鹿 児島市城山町)

・ 行 事 内 容 (1)講 演

・演 題 「21世紀の情報化社会 の ビジョンと課題 」

・講 師 ㈱ アスキー代表取締役社長 西 和 彦

(2)ミニ ・シンポジウム

・テーマ 「21世紀 の情報化社会 を展望 して 一来 るべ き高度情報

化社会 に向けて、 いま何をすべ きか?一 」

・司会 ・パネ ラー

司会 ㈱南 日本情報処理 セ ンター 代表取締役社長

小 川 隆 介

パネラー ㈱アスキー 代表 取締役社長 西 和 彦

通商産業省機械情 報産業局

情報 処理振興課総括班長 澤 昭 裕

東京大学 名誉教授 佐 藤 泰 夫

NTT九 州支社地 域情報化推進部長 坂 井 敬 明

(3)Σシステム ・デモ展示 コーナー

内 容 Σシステムワー クステーシ ョンの実演及 びΣ システム

に関す るパネル、資料の展示配布。

(4)㈲鹿児島県ソフトウェア振興協会会員紹介 コーナー

内 容 協会活動の紹介 と、正会員及び賛助会 員の プ ロフィー
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111.

112.

ル並 びに営業活動を紹介 したパ ネルの展示、パ ンフ レ

ッ トの配布。

参 加 人 数220名

経 費 約102万 円

中小企業 セ ミナー

主 催 中小企業事 業団

協 賛 九州通商産業局、鹿児島県

開 催 日 時 平成元年10月19日(木)～20日(金)

会場名 ・住所 城山観光 ホテル

(鹿 児島市新照院町)

参 加 人 数500名

沖縄地 区行政管理セ ミナー

主 催 総 務庁沖縄行政監察事務所

開 催 日 時 平成元年11月21日(火)～22日(水)

会場名 ・住所 自治会館大 ホール

(那 覇市)
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・ 行 事 内 容

講 演 名 講 師 名

高度情報化社会における行政 ㈱ ビ ジネ ス ラ ン ド

代表取締役
サ ー ビス につ いて 渕 辺 美 紀

情報化社会と行政 総務庁行政管理局
行政情報 システム参事官

一個入情報保護法を中心 に 一 稲 葉 清 毅

琉球石油㈱
今 日の世界 と日本 代表取締役社長

稲 嶺 恵 一

・ 参 加 人 数110名

・ 経 費 約40万 円

113.今 後の情報化社会 と地域活性化

・ 主 催 沖縄 県商工会議所連合会

(財)日本情報処理開発協会

・ 後

・ 揚

接 沖縄開発庁総合事務局 、沖縄県、那覇市、働地域産業技術振興協会

賛 ㈱OCC、 日本 アイ ・ピー ・エ ム㈱ 、

通 ㈱ 、 沖縄 情 報 通 信 ㈱ 、琉 球 石油 ㈱

日本 電 気㈱ 、 ㈱ リウ コム、 富 士

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月27日(金)14:00～17:00

・ 会場 名 ・住 所 那覇商工会議所 ホール

(那 覇市久米)

・ 行 事 内 容 松 本 良 樹(日 本電 気㈱C&Cパ ブリックシステム推進本部技師長)

「今後の情報化社会 と地域活性 化」
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・ 参 加 人 員59名

・ 経 費51万 円

114.中 学 生 コ ン ピ ュ ー タ ・セ ミ ナ ー

・ 主 催

・ 開 催 日 時

・ 会 場 名 ・住 所

・ 行 事 内 容

・ 参 加 人 数

側)コ ン ピュ ー タ教 育 開 発 セ ンタ ー

㈲ 日本 情 報 処理 開 発 協 会

(別 紙)

(別 紙)

(別 紙)

3,411名
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開催 日 会 場 テ ー マ 講 師 参加者

10月4日 中主町立中主中学校 私達の生活 と 慶応義塾大学理工学部
517

(水) (滋 賀県野洲中主町) コ ン ピ ュ ー タ 助教授 中 西 正 和

10月11日 吉岡村立吉岡中学校 慶 応 義塾 大 学 教 職 センター
〃 597

(水) (群 馬 県北群馬郡吉岡村) 講師 吉 村 啓

10月16日 三野町立三野津中学校
ノノ ノノ 455

(月) (香 川県三豊郡三野町)

10月18日 宮崎市立生日南中学校
ノノ ノノ 808

(水) (宮 崎県宮崎市浮 田)

10月24日 山中町立山中中学校
ノノ ノノ 492

(火) (石 川県江沼郡山中町)

文教大学
10月27日 新庄市立日新中学校

〃 講師 星 川 光 男 542

(金) (山 形県新庄市)

3,411名
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W施 設 公 開

1.郵 便 局施 設 公 開

・ 主 催 郵政省

・ 開 催 日 時 平 成 元 年10月 中 に、 お お よ そ2週 間 程 度

・ 会 場 名 ・住所

・ 行 事 内 容

(別 紙)

1
⊥

り
ム

Q
U

郵便番号 自動読取区分機及 び関連各種機械

電子郵便関連機器

小包 ・EMS追 跡 システム関連機器 等

・ 参 加 人 数40 ,129人

・ 参加者の反応 ・機械 処理能力の高 さに感嘆 していた

・小包追跡 システムに関心があつ っていた

・郵便番号 の必要性 につ いて理解を得た
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1

'r

(別 紙)

郵 政 局 公 開 局 名 局 数

東 京 東京中央 東京多摩 日本橋 下 谷 新 宿 渋 谷 豊 島 7局

関 東 平 塚 越 谷 浦 安 水戸中央 宇都宮東 前橋中央 高 崎 甲府中央 8局

信 越 長野中央 松本南 新潟中央 新潟中 4局

東 海 名古屋中央 名古屋郵便集中 静岡南 四日市 浜松西 岐阜中央 6局

北 陸 金沢中央 富山中央 富山南 高 岡 4局

⊥
田

近 畿 大阪中央 神戸中央 尼 崎 奈良中央 大津中央 和歌山中央 姫 路 中 京 8局

1

中 国 広島中央 呉 福山東 鳥取中央 米 子 松江中央 岡山中央 倉 敷 山口中央 下 関 徳 山 11局

四 国 松山中央 松山西 高松南 徳島中央 高知中央 5局

九 州 熊本東 長崎中央 佐世保 福岡中央 博 多 福岡東 小倉西 城 南 久留米輸送 大分中央 佐賀中央 宮崎中央 鹿児島中央 13局

東 北 仙台中央 福島中央 郡 山 平 盛岡中央 青森西 八 戸 山形中央 秋田中央 9局

北 海 道

沖 縄

札幌中央

那覇中央

旭 川 函 館 小 樽 釧 路 帯 広 苫小牧 局

局

7

1

計 83局



V皿 そ の 他

1.NTTふ れ あ い トー ク大 賞

・ 主 催 日本 電 信 電 話㈱

・ 開 催 日 時 平 成 元 年6月19日(月)～

11月19日(日)(発 表)

11月24日(金)(表 彰 式)

9月19日(火)(募 集)

・ 会場 名 ・住 所 表彰 式会場NTT日 比谷 ビル

(千 代田区内幸町)

役員応接室

・ 行 事 内 容 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに関す る エ ッセ イを 広 く一般 か ら募 集 し、 一 般 部

門、 小 ・中学生 部 門 にっ いて 、 大 賞 各1編 、 優 秀 賞 各9編 、 お よ び 電

話 特 別 賞4編 を選 出 した。

・ 参 加 人 数 応 募 総 数9 ,325編

・ 経 費2,800万 円(概 算)

・ 参加者の反応 過去最高の応募総数を記録 し、入選作 品発表後の一般か らの問 いあわ

せ も多数あ った。

2.日 本語文書処理技能(ワ ープ ロ技能)検 定試験1級 ・2級

・ 主 催 日本商工会議所及び各地商工会議所

・ 後 援 通商産業省

・ 協 賛 ㈲ 日本事務機械工業会

㈲ 日本電子工業振興会
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開 催 日 時

会場名 ・住所

行 事 内 容

・ 受 験 者 数

㈲ 日本 印刷 工 業 会

平 成 元 年9月30日(土)～10月1日(日)

全 国265都 市 の 商 工会 議 所

ワ ー プ ロに 係 わ る技 能 、 国 語 に 関 す る能 力 並 び に情 報 処 理等 の能 力 を

検 査 、 測 定 、 評 価 す る。

19,000名(1・2級)
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(議 長) 影

青

青

井

稲

猪

内

大

川

小

佐

曾

高

林

々

名 木 田

中

中

町

三

村

森

渡

IX情 報化月間推進会議委員名簿

司

一

三

博

三

博

三

光

郎

次

敏

巳

一

衛

野

慎

秀

公

正

哲

三

克

寿

與

木

山

井

木

川

葉

瀬

田

島

上

ド

,

山

村

二

順

郎

直

雄

治

郎

茂

兵

好

武

八

川

村

田

浦

上

口

邊

(五 十音順 敬称略)

(財)日本情報処理開発協会 会長

㈲ 日本電子工業振興協会 会長

情報処理振興事業協会 理事長

日本商工会議所 専務理事

倒産業研究所 理事長

学術情報セ ンター 所長

㈲経済団体連合会 常務理事

働 医療情報 システム開発 セ ンター 理事長

(財)関西情報 センター 理事長

㈲ 日本新聞協会 会長

日本電子計算機㈱ 取締役社長

(財)世界通信開発機構 理事長

日本経済新聞社 論説委員

㈲ 情報 サー ビス産業協会 会長

㈲ 日本民間放送連盟 会長

日本放送協会 専務理事 ・技 師長

日本貨物鉄道㈱ 代 表取締 役会長

㈹情報処理学会 会長

日本電信電話㈱ 代表取締役副社長

中小企業事業団 理事長

東京都立科学技術大学 学長
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(委員長)照

内

卯

小

尾

金

川

郡

高

齋

清

鈴

染

高

高

田

戸

中

永

根

平

宮

望

守

情報化月間推進会議幹事会委員名簿

夫

夫

幸

彦

巖

郎

二

郎

章

信

三

健

治

夫

造

一

修

二

二

人

勉

喜

治

英

彦

正

禎

正

俊

二

亮

太

定

洋

経

充

精

功

庄

浩

正

辰

知

徹

一

敬

山

田

山

川

島

井

端

力

藤

水

木

谷

橋

山

中

倉

田

橋

林

玉

澤

月

屋

(五 十音順 敬称略)

㊥ 日本情報処理開発協会 専務理事

情報処理振興事業協会 専務理事

EDPユ ーザー団体連合会 会長

働 日本データ通信協会 専務理事

㈲ 日本電子機械工業会 専務理事

⑰ ソフ トウェア情報セ ンター 専務理事

(財)地方 自治情報セ ンター 理事

㈲全 日本 トラ ック協会 常務理事

働運輸経済研究セ ンター 理事長

中小企業事業団 理 事

㈲ 日本パーソナルコンピュ一夕ソフトウ・ア協会 専務理事

㈲ 日本電子工業振興 協会 専務理事

㈱医療情報 システム開発セ ンター 常務理事

(財)関西情報 セ ンター 専務理事

㈲ 日本 データ ・プ ロセ シ ング協会 副会長

働電気通信政策総合研究所 常務理事

㈲情報 サー ビス産業協 会 専務理 事

㈲行政情報 システム研究所 理事 長

㈲ 日本 システムハ ウス協会 専務理事

㈱ ニ ューメデ ィア開発協会 理事 長

日本電子計算機㈱ 専務取締役

㈲ 日本オ フィスオ ー トメー シ ョン協会 専務理事

⑭ ソフ トウェア工学研究財 団 専務理事

鉄道情報 システム㈱ 取締役

日本商工会議所 常務理事
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